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広担お~~ 2∞5 5月号

3月定例市議会

曇事B
肱Jlh流域都市一

3月定例市議会は 3月9日から29日までの21日間で開催されましだ。予算関係38件、条例関

係6件、人事案件5件、その他11件の計60議案が原案のとおり可決されましだ。まだ、請願2件、

決議 1件が審議されましだ。

ささえあうーみとめあい

条

例

関

係

大
洲
市
長
等
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
、
助
役
、
収
入
役
お
よ
び
教

育
長
の
給
料
を
平
成
打
年
4
月
1
日

か
ら
3
年
間
、
印
%
削
減
す
る
も
の

で
、
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

給料月額 削減後 削減額

市 長 942，000円 847，800円 94，200円

助 f生 731，000円 657，900円 73，100円|

収入役 640，000円 576，000円 64，000円|

教育長 611，000円 549，900円 61，100円

企市長等の給料比較表

人

事

案

件

人
事
案
件
に
つ
い
て
、
議
会
の
承

認
を
受
け
た
人
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

(
敬
称
略
)

監
査
委
員

藤
川

岡

卓
見
(
若
宮
)

孝
志
(
長
浜
町
沖
浦
)

公
平
委
員
会
委
員

成
岡
安
善
(
上
須
戒
)

山
本
勝
延
(
長
浜
)

米

田

功

(

松

山

市

)

市
選
挙
管
理
委
員
お
よ
び
補
充
員

選
挙
管
理
委
員

(
4
人
)

岡
本
孝
道
(
蔵
川
)

上
川
高
敏
(
長
浜
)

寺
岡
勝
信
(
肱
川
町
山
鳥
坂
)

河
野
英
昌
(
河
辺
町
河
都
)

補
充
員

(
4
人
)

二
宮
英
俊
(
柚
木
)

小
西
善
幸
(
長
浜
町
黒
田
)

森
本
正
吉
(
肱
川
町
宇
和
川
)

松
本
明
(
河
辺
町
山
鳥
坂
)

大
洲
市
議
会
解
散
に
関
す
る
決
議
に

つ
い
て

大
洲
市
議
会
の
早
期
解
散
を
求
め

る
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
理
由
説
明
や
討
論
を
経
て
、

出
席
議
員
に
よ
る
記
名
投
票
の
結

果、

賛
成
凶
票
に
対
し
て
反
対
引
票

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
口
年
度
の
重
点
施
策
提
案
説
明

2一一一一

お
互
い
が
理
解
と
尊
重
し
、

将
来
へ
希
望
が
あ
る
計
画

。
大
洲
市
総
合
計
画
の
策
定

新
市
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
構
想

を
定
め
、
速
や
か
な
一
体
性
を
促

進
し
、
新
市
の
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

O
高
度
情
報
化
社
会
へ
の
対
応

大
洲
市
個
人
情
報
保
護
条
例
を

制
定
し
、
個
人
情
報
の
保
護
を
徹

底
し
、
公
正
で
信
頼
さ
れ
る
市
政

を
目
指
し
ま
す
。

O
犯
罪
や
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心

な
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現

公
立
保
育
所
、
公
立
の
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
へ
の
非
常
通
報
装
置

の
設
置
な
ど
地
域
の
安
全
対
策
を

展
開
し
ま
す
。

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で

生
き
が
い
の
あ
る
自
立
し
た
生
活

O
高
齢
者
福
祉

利
用
者
の
ニ
1
ズ
に
応
じ
た
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
と
介
護
予
防
や
生

き
が
い
対
策
事
業
な
ど
の
相
談
や

支
援
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

O
児
童
福
祉

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
を

育
成
し
、
ま
た
次
世
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま

れ
、
育
成
さ
れ
る
環
境
を
整
備
し

ま
す
。

O
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
円
滑

な
業
務
執
行
が
図
れ
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

検
診
の
充
実
や
受
診
率
の

向
上
を
図
り
疾
病
の
予
防

O
生
活
習
慣
の
改
善

「
あ
な
た
が
城
主
!
健
康
お
お

ず
」
の
推
進
を
通
じ
て
、
市
民

一

人
ひ
と
り
が
「
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
も
ち
、

自
主
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
啓
発

に
努
め
ま
す
。

O
安
全
で
良
質
な
水
道
水
の
供
給

水
質
検
査
に
よ
る
適
正
な
水
道

管
理
を
は
じ
め
、
漏
水
の
早
期
発

見
お
よ
び
老
朽
管
の
改
修
な
ど
を

行
い
ま
す
。

O
肱
川
の
清
流
づ
く
り

生
活
排
水
、
事
業
所
排
水
な
ど

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
河
川
の
水
質

浄
化
と
河
川
環
境
の
保
全
に
努
め

ま
す
。

O
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

本
年
度
も
マ
イ
バ

ッ
ク
(
買
い

物
袋
)
推
進
運
動
を
実
施
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
適
正
な
実
施
で
資
源

循
環
型
社
会
を
推
進
し
ま
す
。

豊
か
で
安
定
し
た

市
民
の
暮
ら
し
を
確
立

O
農

業
次
世
代
の
農
業
を
担
う
青
年
農
業

者
を
は
じ
め
新
規
就
農
者
の
育
成
な

ど
、
農
業
経
営
者
の
確
保
の
た
め
の

支
援
を
し
ま
す
。

O
林

業

肱
川
地
区
や
河
辺
地
区
で
は
、
農

林
業
は
経
済
活
動
の
上
か
ら
も
大
切

な
分
野
で
あ
り
、
主
要
な
産
業
基
盤

と
し
て
林
業
を
振
興
し
ま
す
。



広幅おおず 2∞55月号

3月定例市議会

施

策

2
月
日
日
の
新
大
洲
市
長
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、
皆
様
方
の
ご
支
援
を

賜
り
、
新
大
洲
市
の
初
代
市
長
と
し

て
、
市
政
運
営
を
担
う
こ
と
と
な
り、

本
市
発
展
の
重
大
な
使
命
を
い
た
だ

い
た
も
の
と
改
め
て
そ
の
重
責
を
痛

感
し
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

さ
て
、
市
政
を
運
営
す
る
の
に
当

り
、
根
底
に
据
え
る
基
本
理
念
を

申
し
上
げ
ま
す
と
、
新
生
・
大
洲

市
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
住

む
誰
も
が

「合
併
し
て
本
当
に
良

か
っ
た
」
と
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
合

併
直
後
の
不
安
定
、
不
透
明
な
中

で
、
真
撃
に
市
民
の
声
に
耳
を
傾

け
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
地
域

間
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
市
政
運

営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
基
本
理
念
を
踏
ま

え
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
の
展
開
に
当

り
ま
し
て
は
、
公
約
で
掲
げ
て
お
り

ま
し
た
よ
う
に
、
本
市
の
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
、
行
財
政
改
革
を
は

じ
め
、
肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画
の

推
進
、
水
害

・
災
害
等
危
機
管
理

方

~t 大
洲
市
長

体
制
へ
の
迅
速
な
対
応
、
さ
ら
に

は
農
林
水
産
業
・
商
工
業
の
振
興
、

サ
ー
ビ
ス
観
光
事
業
の
推
進
な
ど

を
主
眼
に
、
新
市
建
設
計
画
に
掲
げ

て
お
り
ま
す

「き
ら
め
き
創
造
大
洲

市
l
み

と

め

あ

い

さ

さ

え

あ

う

肱
川
流
域
都
市
」
を
新
市
の
都
市
像

と
し
、
住
民
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ

て
、
美
し
い
自
然
環
境
の
中
で
暮
ら

し
、
力
強
く
働
き
、
心
豊
か
な
生
活

が
で
き
る
新
市
の
創
造
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

園
、
地
方
を
通
じ
て
非
常
に
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
、
本
市
に
お
き

ま
し
で
も
長
引
く
不
況
等
に
よ
り

個
人
・
法
人
市
民
税
を
中
心
と
し
た

市
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
、
そ
れ
に

対
し
て
社
会
福
祉
費
を
中
心
と
し

た
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
は

増
加
し
、
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
計

画
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
度
や
投
資

効
果
等
を
十
分
に
精
査
し
て
取
捨
選

択
を
行
い
、
優
先
順
位
に
よ
る
事
業

実
施
に
努
め
る
と
と
も
に
、
内
部
管

理
経
費
の
削
減
を
徹
底
し
、
限
ら
れ

大

オt二
本木

隆

ま住

た
財
源
の
有
効
活
用
に
努
め
な
が

ら
、
新
市
に
お
け
る
重
要
課
題
を
的

確
に
捉
え
、
本
市
の
均
衡
あ
る
発
展

と
市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、
誠

心
誠
意
、
最
大
限
の
努
力
を
払
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

今
後
、
新
大
洲
市
行
財
政
改
革
大

綱
を
策
定
し
、

真
に
実
効
性
の
あ
る

行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
厳
し
い

財
政
状
況
を
市
民
に
情
報
公
開
し
、

行
財
政
の
ス
リ
ム
化
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

O
水

産

業

つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
実
現
す

る
た
め
、
漁
礁
の
設
置
な
ど
漁
場

の
整
備
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も

に、

安
全
で
安
定
し
た
漁
場
の
基

盤
整
備
を
し
ま
す
。

O
商
工
業
・
観
光
振
興

各
地
区
の
商
庖
街
振
興
の
た
め

の
ス
タ
ン
プ
事
業
や
団
体
な
ど
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
大
洲
拠
点

地
区
や
長
浜
拓
海
地
区
で
は
、
企

業
立
地
を
促
進
す
る
た
め
、
道
路

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
、

雇
用
の
確
保
と
地
域
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

え
ひ
め
町
並
博
2
0
0
4
を
継

承
し
た
事
業
を
展
開
し
、
町
並
み

ア
l
ト
事
業
や
思
ひ
出
倉
庫
な
ど

を
継
続
し
ま
す
。

快
適
で
機
能
的
な
都
市
活
動
を

実
現
す
る
た
め
の
基
盤
整
備

O
市
道
の
新
設
改
良

新
市
建
設
計
画
等
に
基
づ
き
計

画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

O
治
水
対
策

肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画
が
昨

年

5
月
に
策
定
さ
れ
、
肱
川
の
安

全
の
確
保
と
清
流
の
復
活
を
目
指

し
た
河
川
整
備
計
画
に
よ
り
、
肱

川
の
課
題
解
消
が

1
日
も
早
く
で

き
る
よ
う
、
国
・
県
に
強
く
要
望

し
ま
す
。

O
城
山
公
園

大
洲
城
復
元
に
あ
わ
せ
、
歴
史

文
化
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
学

ぶ
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
公

園
を
整
備
し
ま
す
。

O
公
共
下
水
道

肱
北
処
理
区
は
、
平
成
初
年
度

の
一
部
供
用
開
始
に
向
け
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
終
末
処
理
施

設

「肱
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
の
第

2
期
工
事
と
な
る
管
理
棟
建
設
に

着
手
し
、
管
渠
の
整
備
を
し
ま
す
。

災
害
時
に
被
害
を

最
小
限
度
に
留
め
る
た
め

O
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

今
年
の
出
水
期
に
間
に
合
う
よ

う
に
新
た
な
も
の
を
作
成
し
、
各

家
庭
に
配
布
し
ま
す
。

O
自
主
防
災
組
織

地
域
の
要
望
等
を
把
握
し
な
が

ら
、
組
織
の
新
設
や
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

大
洲
市
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と

感
じ
る
教
育
行
政

O
小
中
学
校
施
設
の
整
備

施
設
の
改
修
や
修
繕
な
ど
に
つ

い
て
は
、
緊
急
性
な
ど
に
配
慮
し

て
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま

す。
O
国
際
化
へ
の
対
応

中
学
生
を
対
象
と
し
た
海
外
派

遣
事
業
の
派
遣
規
模
を
拡
大
し
、

国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
の
育
成
を

図
り
ま
す
。

O
生
涯
学
習
の
振
興

学
級
や
講
座
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、

心
の
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
生
涯
学
習
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
芸
能

な
ど
支
援
し
、

地
域
の
ふ
れ
あ
い

や
活
力
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

O
人
権
問
題

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
標
に
同
和
問
題
を
中
心
と
し

た
あ
ら
ゆ
る
差
別
意
識
の
解
消
に

向
け
た
人
権
教
育
を
推
進
し
ま

す。

一一一 3



平成 J1~空度当初予算

新たなまちづくりのた硲の

広報おおぜ 2∞55月号

平成17年度当初予算

一般会計

特別会計

212億円 ( 11.0%減)

174億1，515万円(0.8%増)

51億7，249万円( 1.7%減)

437億8，764万円(5.5%減)

第一歩となる予算
企業会計

総額

|用語解説|

歳 出

民 生費

主に福祉の充実のだ

めに使うお金

公債費

市の借入金の元金・

利手などの返済に使

うお金

衛 生費

衛生的な生活環境の

定めなどに使うお金

土木費

道路や沼川などの整

備の疋めに使うお金

歳 入

地方交付税

固から大洲市に配5

れるお金(使い道は

市が決めることがで

きます)

市税

個人・法人市民税や

固定資産税など

国庫 ・県支出金

道路や建物の整備な

どにl必要なお金の一

部として国・県か5

受け入れるお金

0地域イントラネットなどの維持や保守をする定めの電子

計算システムの管理費です 1億5，818万円

0平成17年国勢調査など5つの指定統計調査を行います。

2，876万円

0大洲まつり、なかはま赤橋夏まつり、肱川ふれあいま

キ寺

男リ

d2O3、t 

言十

:iE 

d言業Z会3十， 

平成17年度の予算規模
区 すす 当 初 予算 対円IJ年 比

自主 d2b3h C 言十 2，120，000万円 ζ与11.0%

国 民 健 康 イ呆 F食 522，718 ζ斗2.8

国 民 健 康保険診療所 9，212 乙'>.33.3

老 人 {呆 イ建 708，875 5.3 

づr 護 {呆 H会 356，143 6.3 

介護サービス事業 2，488 55.5 

簡 易 7.1< i亘 24，746 ζ'>.20.5 

;巷 ;窒? 方恒 設 事 業 1，606 i込も.7

土 土ofu 耳又 ィ尋 i釜 成 653 ζ斗70.7

土地区画 整 理 事 業 745 ζ'>.91.9 

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 5，053 ζ'>.9.4 

農業集洛排水事業 3，436 15.6 

公共下水道事業 102，641 1.9 

』電主 車 場 事 業 2，497 ζ'>.49.6 

ごaEzヨa 泉 事 業 392 27.6 

商業集積施設管理 310 0.0 

フ:.x句ら i亘 イ易 喜 {呆 R自主 。 どミ 100.0

商 品 券 。 ど斗100.0

言十 1，741，515 0.8 

水 道 事 業 138，280 ム6.3

病院事業 3，531 ど'>.11.1

工業用水道 事業 375，438 0.2 

小 百十 517，249 ζ斗1.7

i'企コh 百十 4，378，764 ム5.5 1 

つりなどを支援します し367万円 110敬老年金や敬老会などの敬老事業を支援します

4，293万円

Oえひめ町並博2004の成果を継承し、継続して取り組む

だめ「南予広域連携観光x流推進協議会」在中山に惰 110身体障害者、知的障害者、障害児の生活在吏援します

報発信や広域連携を行います 192万円 11 5億5，571万円

0大掛1'1城、鹿鳴園などの観光施設を管理するための経費 110市内の公立保育所在運営するための経費です

です 9，343万円 11 10億440万円
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広縄おおザ 2∞55月号

平成17年度当初予算

¥可
いくらお金が入ってくるかどのようなことにお金を使うか 、~~

その他 4億5，543万円 (2.1%) 可・~哩

人件費

55億1，587万円
(26.0%) 

公債費

47億7，738万円
(22.5%) 

今
年
度
の

新
市
と
し
て
実
質
的
な

最
初
の
予
算
で
あ
る
と
同

時
に
新
市
建
設
計
画
の
基

本
実
現
に
向
け
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
第

一
歩
と
な
る
予
算
で
す
。

新
市
建
設
計
画
の
重
点
施

策
を
は
じ
め
、
各
施
策
の

主
要
事
業
を
着
実
に
推
進

す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、

各
種
の
事
務
事
業
に
つ
い

て
は
、
歳
入
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
適
正
な
水
準
の

確
保
に
努
め
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
げ
年
度
の
当
初
予

一
般
会
計
予
算

算
は
、
い
わ
ゆ
る
「
骨
格

予
算
」
と
し
て
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
、
施
設
の
管

理
、
経
常
的
な
事
務
費
お

よ
び
継
続
事
業
な
ど
の
経

費
を
中
心
に
編
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

新
規
事
業
や
政
策
的
経

費
は
骨
格
予
算
の
留
保
財

源
を
見
な
が
ら
、

6
月
補

正
予
算
以
降
で
優
先
順
位

を
勘
案
し
、
重
点
事
業
な

ど
に
配
分
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

どのような目的に対してお金を使うか
その他 15億8，063万円 (7.5%)

民生費

60億1，455万円

(28.4%) 

土木費
12億6，076万円

(6.0%) 

消防費 [ 

0消防団活動や設備などの維持の疋めの経費です

1億1，871万円

0市内の27公民館と18分館の運営する経費です

2億9，898万円

0ハザ ドマップの作成や地域防災計画、水防計画などを

策定するための経費です 2，386万円

0却稚園、小学校、中学校の学校給食施設を管理運営します

1億5，226万円

0大洲市と内手町で構成する広域消防事務組合への負担金

5億8，788万円

0大洲、長浜、河辺のスク ルパス運行の経費です

2，802万円

0河川整備計画における事業推進を園・県に要望するとと

ちに事業推進の側面的支援を行います 1億449万円

1，421万円

5，217万円

0二線堤内水害被害への補償

01，045戸の市営住宅の管理の経費です

一一一一 5



広領~~ず

平成17年大洲市消防出初式

2∞55月号

霊する飽緩急
， 災害から守れ

大洲市消防団出初式が3月 6目、大洲市五郎河川敷グラウンドで開催され
ました。合併して初めてとなった式には大洲方面隊、長浜方面隊、肱川方面隊、
河辺方面隊、女性消防団員の1，160人が参加しました。

訓練披露では、小型ポンプ操法(大洲方面隊大川分団・新谷分団、長浜方
面隊長浜分団、肱川方面隊岩谷分団、河辺方面隊坂本分団)、軽可搬ポンプ
操法(大洲方面隊女性消防団)、ポンプ車操法(大洲方面隊肱北分団・菅田
分団)、小隊訓練(大洲方面隊柳沢分団)、中隊訓練(肱川方面隊)、はしご
操法(河辺方面隊)など普段の訓練の成果を披露しました。肱川方面隊の中
隊訓練は、方向変換や陣形変換など94人の団員が呼吸を一つに合わせてグラ
ンド内を縦横無尽に行進をしていました。
式では、消防団活動を推進した246人の消防団員や家族などに対して表彰

を行いました。企大洲方面隊女性消防団の軽可搬ポンプ操法

a3 
平め
FE Z7 
A手と
ヲr .. 、
編 フ
霊ミ、

信ざ
~ l 、

霊ま
言す
名
簿

1

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

O
功
績
章

肱
川
方
面
隊

隊

長

富

永

O
精
績
章

(
3
人
)

大

洲

方

面

隊

副

隊

長

吉

岡

時

三

郎

長
浜
方
面
隊
喜
多
灘
分
団
分
団
長
松
浦

正

夫

河

辺

方

面

隊

副

隊

長

北

地

富

美

雄

O
勤
続
章
(
5
人
)

大

洲

方

面

隊

隊

長

中

川

一
夫

上
須
戒
分
団
団
員

谷

本

文

彦

長
浜
方
面
隊
喜
多
灘
分
団
分
団
長
松
浦
正
夫

長
浜
分
団
班
長

浪

本

忠

則

出

海

分

団

団

員

畑

山

泰

典

2

愛
媛
県
知
事
表
彰

O
功
労
章

(
9
人
)

大
洲
方
面
隊
肱
北
分
団
分
団
長
稲
生
弘
和

平
野
分
団
副
分
団
長

山

本

慶

喜

菅
田
分
間
副
分
団
長
矢
野

正

群

柳
沢
分
団
副
分
団
長
中
田
員
一

長

浜

方

面

隊

出

海

分

団

分

団

長

酒

城

匡

白
滝
分
団
分
団
長
西
山

修

一

肱
川
方
面
隊
中
央
分

団

分

間

長

岩

田

良

一

河
辺
方
面
隊
植
松
分
団
副
分
団
長
長
岡
勇

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
署
消
防
司
令
補
藤
沢

光

教

3

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

O
竿
頭
綬

大
洲
市
消
防
団

武
雄

A受章者代表大洲方面隊肱北分団長稲生弘和

O
功
績
章

(
4
人
)

大

洲

方

面

隊

隊

長

中

川

菅
田
分
団
分
団
長

竹

岡

長
浜
方
面
隊
櫛
生
分
団
分
団
長
清
水

肱
川
方
面
隊
大
谷
分
団
分
団
長
上
田

O
勤
続
章
(
特
人
)

長
浜
方
面
隊
長
浜
分
団
部
長
矢
野

元

芳

和

長

浜

分

団

団

員

中

川

孝

美

大
洲
方
面
隊
肱
南
分
団
団
員

福

岡

昇

肱

南

分

団

団

員

西

村

書

幸

肱

北

分

団

班

長

津

山

秀

樹

肱

北

分

団

団

員

二

宮

謙

一

南

久

米

分

団

団

員

上

甲

和

男

菅

田

分

団

団

員

中

野

一
人

大
川
分

団

部

長

朝

日

治

男

大
川
分

団

班

長

村

中

利

広

柳

沢

分

団

班

長

篠

崎

稔

柳

沢

分

団

団

員

松

田

猪

久

夫

新

谷

分

団

団

員

二

宮

栄

作

新

谷

分

団

班

長

森

永

茂

史

粟

津

分

団

班

長

泉

達

也

粟

津

分

団

団

員

山

本

和

男

上

須

戒

分

団

班

長

林

田

成

盛

上

須

戒

分

団

団

員

白

石

猪

夫

長
浜
方
面
隊
長
浜
分
団
団
員
友
糧

道

明

長

浜

分

団

団

員

山

田

満

規

長

浜

分

団

団

員

井

上

勝

博

喜
多
灘
分
団
団

員

谷

上

員

悟

櫛

生

分

団

団

員

城

戸

清

櫛

生

分

団

団

員

揮

井

実

雄

櫛

生

分

団

団

員

大

山

博

実

大

和

分

団

部

長

日

野

修

次

大

和

分

団

団

員

菊

地

繁

雄

白

滝

分

団

団

員

坪

内

義

和

白

滝

分

団

団

員

富

永

志

労

白

滝

分

団

団

員

上

満

理

宏

肱
川
方
面
隊
中
央
分
団
班
長
官
甲
永
典
継

中

央

分

団

団

員

山

内

光

郎
恒 志 宏 一
雄朗晃夫

岩

谷

分

団

班

長

西

山

常

数

大

谷

分

団

班

長

久

保

書

男

正

山

分

団

班

長

大

野

嘉

博

正

山

分

団

団

員

坂

幹

幸

予
子
林
分
団
部
長

井

脇

忠

志

予

子

林

分

間

班

長

兵

頭

学

河

辺

方

面

隊

植

松

分

団

団

員

智

葉

雅

敬

坂

本

分

団

部

長

五

頭

祥

介

大

伍

分

団

団

員

花

岡

一

ホ

光

北

平

分

団

団

員

山

本

五

月

也

大
洲
方
面
隊
肱
南
分
団
団
員

直

本

忠

幸

平

野

分

団

班

長

出

茂

保

隆

平

野

分

団

団

員

水

野

雄

至

南

久

米

分

団

部

長

沼

田

賢

治

菅

田

分

団

団

員

青

木

優

幸

三

善

分

団

班

長

鎌

田

憲

雄

O
家
族
内
助
の
功
労
者

(
7
人
)

大
洲
方
面
隊
副
隊
長
吉
岡
時
三
郎
夫
人
吉
岡

千

嘉

子

大
洲
方
面
隊
肱
南
分
団
部
長
白
書
郎
夫人
白

石

朱

美

大
酬
方
面
隊
上
謹
分
間
団
員
高
橋
幸
男
夫
人
高
橋
里
美

嚢
方
面
醜
喜
多
融
一
分
間
分
団
長松
補
正
美
人
松

浦

清

子

長
浜
方
面
欝
雰
囲分団
長
葉
富
夫
人
清

水

泉

河
辺
方
面
隊
隊
長
武
田
福
田
刀
夫
人

武

田

茂

子

河
辺
方
面
安
雰
国
間
分
図
書
山
党
夫
人
片

山

友

江

4

大
洲
市
長
表
彰
(
却
人
)

大
洲
方
面
隊
肱
北
分

団

団

員

桑

野

孝

志

肱

南

分

団

団

員

恋

木

覚

肱

南

分

団

団

員

平

野

周

三

肱

南

分

団

団

員

池

田

幸

二

肱

南

分

団

団

員

白

石

寛

肱

北

分

団

団

員

田

中

英

二

肱

北

分

団

団

員

大

野

隆

司

肱

北

分

団

団

員

宮

脇

忠

平

野

分

団

団

員

上

市

秀

樹

平

野

分

間

団

員

高

月

万

亀

雄

平

野

分

間

団

員

水

野

靖

南

久

米

分

団

団

員

平

田

聡

南

久

米

分

団

団

員

松

本

学

南

久

米

分

団

団

員

脇

野

弘

菅

田

分

団

団

員

竹

田

幸

一

菅

田

分

団

団

員

三

瀬

正

昭

菅

田

分

団

団

員

奥

野

雅

彦

大
川
分

団

団

員

寄

町

斎

二
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間:;:.ミぜ

平成17年大洲市消防出初式

2∞5 5月号

大
川
分
団
団

員

大

下

和

彦

柳

沢

分

団

団

員

新

山

範

人

柳

沢

分

団

団

員

宮

岡

寛

樹

新

谷

分

団

団

員

矢

野

秀

次

新

谷

分

団

団

員

古

河

員

澄

新

谷

分

団

団

員

井

上

悌

二

郎

三

善

分

団

団

員

清

水

淳

也

三
善
分
団

団

員

池

田

雄

一

粟

津

分

団

団

員

中

家

正

和

粟
津
分
団

団

員

丸

岡

和

彦

上
須

戒

分

団

団

員

松

田

浩

治

上

須

戒

分

団

団

員

岩

本

和

伸

5

大

洲

喜

多

消

防

団

連

合

会

長

表

彰

O
勤

続

章

(

犯

人

)

河
辺
方
面
隊
大
伍
分
団
部

大
洲
方
面
隊
肱
南
分
団
団

肱
南
分
団
団

肱
南
分
団
団

肱
南
分
団
団

肱
南
分
団
団

肱
北
分
団
団

肱
北
分
団

団

肱
北
分
団
団

肱
北
分
団
団

南
久
米
分
団

団

長
柴

田

学

員

吉

野

龍

児

員
柴

田

茂

員

矢

野

省

二

員

二

宮

義

広

員

高

屋

敷

鉄

夫

員

西

尾

史

郎

員

河

野

英

一

員
山

本

芳

史

員
池

田

健

一

員

平

野

公

嗣

企肱川方面隊の中隊訓練

南
久
米
分
団

団

員

菊

地

信

幸

南

久

米

分

団

団

員

大

谷

憲

博

菅
田
分
団

班

長

尾

和

勇

治

菅

田

分

団

班

長

日

野

照

義

菅

田

分

団

団

員

二

宮

達

夫

菅

回

分

団

団

員

入

船

浩

資

菅
田
分
団
団
員
一
一
守
口

正

大
川
分
団

団

員

上

杉

孝

治

大
川
分

団

団

員

城

戸

貴

義

大
川
分
団

団

員
松

井

祐

二

柳

沢

分

団

団

員

増

尾

勇

美

新

谷

分

団

団

員

篠

原

公

三

新

谷

分

団

団

員

柳

本

康

夫

新

谷

分

団

団

員

森

野

昇

新

谷

分

団

団

員

森

野

啓

二

三
善
分
団

団

員
松

本

寿

志

三
善
分
団

団

員

中

野

純

一

三
善
分
団

団

員

山

本

祐

二

粟

津

分

団

団

員

石

堂

賢

一

葉
津
分
団

団

員
徳

永

和

男

上
須
戒
分
団

団

員

西

田

信

行

上

須

戒

分

団

団

員

梶

谷

博

昭

上
須
戒
分
団

団

員

慶

見

真

也

河
辺
方
面
隊
坂
本
分
団
団
員

竹

林

均

坂

本

分

団

団

員

新

義

信

大

伍

分

団

団

員

寺

野

裕

明

北

平

分

団

班

長

山

田

俊

一

北
平
分
団

団

員
井

喜

茂

文

雄

O
規

律

章

(

犯

人

)

大
洲
方
面
隊
南
久
米
分
団
団
員

川

口

長
浜
方
面
隊
長
浜
分
団
団

員

稲

本

長

浜

分

団

団

員

大

谷

長

浜

分

団

団

員

高

橋

長
浜
分
団

団

員
大

塚

長

浜

分

団

団

員

浅

田

喜
多
灘
分
団

団

員

揮

井

喜

多

灘

分

団

団

員

宮

田

櫛

生

分

団

団

員

樫

本

出
海
分
団

団

員

和

田

出
海

分

団

団

員

尾

野

出
海

分

団

団

員

河

地

大

和

分

団

団

員

木

下

大

和

分

団

団

員

A
マ
田

健健 忠寛 勇幸 敏和直周巳裕
一次宏幸仁 司二 太勝利人稔司二

大

和

分

団

団

員

畦

幸

治

大
和
分
団

団

員
大

津

宝

丈

大
和
分
団

団

員
菊

地

信

吾

白

滝

分

団

団

員

石

山

徹

白
滝
分
団

団

員

大

野

良

一

白

滝

分

団

団

員

岡

田

忠

治

白

滝

分

団

団

員

岡

崎

裕

一

肱
川
方
面
隊
中
央
分

団

団

員

菊

地

友

和

岩

谷

分

団

団

員

西

本

幸

広

大

谷

分

団

団

員

岩

岡

広

志

大

谷

分

団

団

員

宮

川

雅

光

大

谷

分

団

団

員

三

浦

秀

典

大

谷

分

団

団

員

大

塚

正

樹

正
山
分

団

団

員

智

葉

真

一

正

山

分

団

団

員

福

嶋

真

喜

男

正

山

分

団

団

員

上

甲

秀

樹

正
山
分

団

団

員

安

川

正

信

正
山
分
団
団
員
二
+
莱
且
貝
義
明

予
子
林
分
団

団

員

松

田

勉

6

大

洲

市

消

防

団

長

表

彰

(

町

人

)

大

洲

方

面

隊

粟

津

分

団

団

員

大

西

龍

雄

肱

南

分

団

団

員

二

宮

淳

肱
南
分
団
団

員
松

田

信

肱

南

分

団

団

員

松

見

昌

弘

肱

南

分

団

団

員

小

倉

稔

肱
南
分
団

団

員
松

岡

徹

肱
北
分
団

団

員

仲

間

浩

司

肱
北
分
団

団

員
長

田

展

明

肱
北
分
団

団

員

和

田

晃

典

肱

北

分

団

団

員

二

宮

聖

肱

北

分

団

団

員

太

田

浩

吏

平

野

分

団

団

員

森

本

英

則

平

野

分

団

団

員

牧

野

哲

也

平

野

分

団

団

員

古

田

伸

治

南

久

米

分

団

団

員

服

部

直

人

南

久

米

分

団

団

員

井

上

実

南

久

米

分

団

団

員

長

田

正

彦

南

久

米

分

団

団

員

上

野

隆

南

久

米

分

団

団

員

納

庄

達

也

菅

田

分

団

団

員

中

野

公

二

菅

田

分

団

団

員

大

塚

信

政

菅

田

分

団

団

員

中

塚

浩

二

菅

回

分

団

団

員

宮

本

定

由

菅

田

分

団

団

員

長

岡

明

徳

菅
田
分

団

団

員

岡

幸

利

菅

田

分

団

団

員

橋

本

雅

輝

大
川
分
団

団

員

大

石

博

規

大
川
分

団

団

員

山

下

誠

二

大
川
分

団

団

員

湖

東

正

光

大
川
分

団

団

員

山

本

享

志

柳

沢

分

団

団

員

山

内

英

利

柳
沢
分

団

団

員

河

内

晶

登

柳

沢

分

団

団

員

井

上

和

也

柳
沢
分

団

団

員

亀

田

猛

柳

沢

分

団

団

員

中

野

員

寿

夫

柳

沢

分

団

団

員

西

山

弘

吉

新

谷

分

団

団

員

池

田

祐

二

新

谷

分

団

団

員

坂

本

善

雄

新
谷
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団
団

新
谷
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団

三
善
分
団
団

三
善
分
団

団

三
善
分
団
団

粟
津
分
団
団

上
須
戒
分
団
団

上
須
戒
分
団
団

上
須
戒
分
団
団

長
浜
方
蘭
隊
長
浜
分
団
団

長
浜
分
団
団

喜
多
灘
分
団
団

櫛
生
分
団
団

櫛
生
分
団
団

櫛
生
分
団
団

櫛
生
分
団
団

櫛
生
分
団
団

出
海
分
団
団

出
海
分
団
班

大
和
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団
団

大
和
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団
団

大
和
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団
団

大
和
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団
団

大
和
分
団
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滝
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団
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滝
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肱
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隊
中
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団

正
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団

団
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分

団
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企河辺方面隊のはしご操法
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員
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本
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露
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員

柳

野

茂

貴

員

佐

古

陽

一

員
梶

岡

健

二

員

瀧

野

彰

一

員

福

田

浩

司

員

二

宮

強

員

漬

上

幸

治

員

井

上

瑞

樹

員

松

下

努

員

大

本

典

冶

員

菊

地

平

員

坂

東

園

保

員

下

坂

秀

幸

員
兵

多

康

政

員
中

村

茂

長

後

藤

慎

太

郎

員
村

橋

敬

一

員

久

保

恵

嗣

員
荒

木

徹

員

菊

地

義

一

員
植

本

浩

幸

員
池

田

正

司

員

城

ノ

戸

義

国

員

桑

原

健

司

員

久

保

田

一
寿

員

松

本

庄

一
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この軽可搬消防ポンプは、財団法人日本
消防協会の「平成16年度女性消防隊による
安全で災害に強い地域づくり推進事業」の
助成を受けて整備しました。

ー一一 7



2∞55月号広縄おおず

地域福祉のリーダー

〈玲祉~I 域地
寄!と9 圃園田・

市
内
に
は
民
生
委
員
が
、
児
童
委

員
と
兼
任
で

1
6
3
人
い
ま
す
。

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
や
、
お
年

寄
り
、
障
害
の
あ
る
人
、
児
童
、
母

子
な
ど
の
相
談
に
応
じ
た
り
助
言
を

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

地
域
に
お
い
て
児
童
福
祉

に
関
す
る
相
談
援
助
活
動
を
専
門
に

行
う
主
任
児
童
委
員
も
お
人
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当

地
域
が
あ
り
ま
す
。
担
当
の
民
生
委

員
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
社
会
福
祉

課
生
活
保
護
係
お
よ
び
支
所
市
民
福

祉
課
社
会
福
祉
係
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

邑
宝
雷
員
・
児
童
書
員
と
は
?

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基

づ
き
地
域
社
会
の
福
祉
を
増
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
広
く
社
会
の
実

情
に
通
じ
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も

っ
て
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て

活
動
し
て
い
る
地
域
福
祉
活
動
者
で

す。
民
生
委
員
は
児
童
福
祉
法
に
よ
っ

て
児
童
委
員
に
あ
て
ら
れ
た
も
の
と

さ
れ
、
児
童
福
祉
の
推
進
に
も
重
要

な
機
能
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
職
務
は
、

地
域
住
民
の
生
活
状
態
の
把
握
、
相

談
、
助
言
、
援
助
を
す
る
と
と
も

に
、
福
祉
施
設
や
福
祉
事
務
所
な
ど

の
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
協
力
な

ど
き
わ
め
て
広
範
囲
に
及
ん
で
お
り

ま
す
。な

お
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

中
に
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専

門
的
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
民
生

委
員

・
児
童
委
員
の
自
宅
玄
関
に
は

『
民
生
委
員
・
児
童
委
員
』

と
書
か

れ
た
門
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

E却;lE司~l~者E奪回権妻辛苦語講

No 地区 担 当区域 氏名 電話番号
l 肱川 嘉城 ・中居谷 黒田信子 34-2751 
2 肱川 共栄・道野尾 小山 英雄 34-2425 
3 肱川 協生・ 山槌 智集長千子 34-2395 

4 肱川|
小畑井・汗生 ・萩野尾・八重粟・

角田 和三 34-2743 
上森山

5 肱}I/ 小薮・中野 一井久美子 34-2007 
6 肱}I/ 肱 栄 大 和 和気ゆりゑ 34-3217 

7 肱川
下鹿野川・越上鹿野川 ・月野尾・

富永武治 34-2260 
京造・見の

8 肱川 白石・影地 ・広常 寺岡春江 34-3703 
9 肱}I/ 久保 ・大平・大屋敷・森 兵頭達行 34-3810 
10 肱川 下敷水・敷水・上敷水・菟野尾 谷 田 善和 34-2544 
11 肱川 下嵯峨谷 ・上嵯峨谷 ・橡の木瀬 山本百千恵 34-2918 

12 肱川
柳・郷・市之畦・瓜生谷 ・町・

山下 博 34-3382 
藤野原

13 肱川 小倉・中津 大 森 初恵 34-2932 
14 肱川 主任児童委員 山田由美子 34-2765 
15 肱}I/ 主任児童委員 今 岡 義博 34-26851 

旧j田辺町

8一一一一

No 地区 担当区域 氏名 電話番号

河辺 山鳥坂 松本憲 子 39-2358 

2 河辺 植松 船田将 則 39-2855 

3 河辺 横山、川崎(日除を除く) 竹林淑 子 39-2647 

4 河辺 川上(日除を含む) 大森正害事 39-2313 

5 河辺 t可都 羽 柴 武範 39-2715 

6 河辺 ニ嶋 松井 修 39-2934 

7 河辺 北平 中津凱子 39-2254 

8 河辺 主任児童委員 藤田 敦子 39-2806 

9 河辺 主任児童委員 山田ヤエ子 39-2385 

旧腕川町

旧唇)R町
No. 地区 担 当区域 氏 名 電話番号
l 長浜 1・2・3 演上忠泰 52-1339 
2 長浜 4-5・6・7・8・9 頼永砂代子 52-0004 
3 長浜 10・11・12・13・14・15・44 尾上 稔 52-0251 
4 長浜 16・17・18・23・24・25・26 橋岡 淳 52-0966 
5 長浜 19・20・21・22・45 横山キヌ子 52-2057 
6 長浜 27・28・29・30・31・32・33 平田豊子 52-2184 
7 長浜 34・35・36・37・38・39・46・47 大塚高作 52-0747 
8 長浜 40・41 紙本英則 52-2582 
9 長浜 51・152 明智澄江 52-0705 
10 長浜 52・53・54・55・56・57 木之本安正 52-0726 

11 長浜
黒田 (48)・大屋(49)・築地(50)・無

武田千主主美 52-1747 
事喜地(67)

12 長浜 峯今坊(58)・松の久保(59)・大谷口 (60) 谷上スミエ 52-0005 
13 長浜 今坊浜(61)・日ノ浦(62)・松本(63) 津田共江 52-2085 
14 長浜 橋立上(64)・橋立下(65)・橋立浜(66) 東 安子 52-0810 

15 長浜 西谷(68)・東(69)・小山(76)浜・坂(8谷0) 上田俊厚 53-0095 
(77)・河原(78)・浜宮(79)・

16 長浜 常水(70)・大峯(71)藤・中白峯(75(7)2)・中 松田裕之 53-0135 
尾 (73)・原保(74)・

17 長浜 東港(81)・西港(82)・東高松(83)・西高松(84) 松浦悦美 53-0154 
18 長浜 須沢 (85・86) 西岡節子 53-0547 
19 長浜 土居(87)・港(88) 坂本仔ー 53-0162 
20 長浜 坂本(89)・尾坂(90) 畑中和夫 53-0403 
21 長浜 奥 (91)・沖 (92)・浜 (93) 小西甫明 53-0375 
22 長浜 下平(94)・郷(95)・惣瀬(96)・柿/久保(97) 井内 功 52-1348 

23 長浜 |新(1造00替)・地猪(98)前奥仰久附保(穂積 矢野和子 52-0528 
ノ尾(101)・大 102) 

24 長浜
上成(103)・下成(104)・上老松

村上春美 52-1618 
(105)・大越(106・138)

25 長浜 本村(107)・駄場(108)・夫上(118)・明東地(119)楠野和子 57-0424 

26 長浜 中(109)・中央(110-)奥・下(l(1 11)・上 菊地妙子 57-0321/ 
(112)・朝日 (113). ~(1 14) 

27 長浜 谷上(115)・桜(116)・下村(117) 大石さよ子 57-0183 
28 長浜 1 (120)・2(121)・3(122) 徳田リツ 54-0482 
29 長浜 4 (123)・5(124)・6(125)・7(126) 福村俊弘 54・0513

30 長浜 8 (127) ・9 (128) ・4180)(・1峯29大)・越叶(松14(91)36) ・ 西山章禰 54-0172 
大越(137)・柿早(1

31 長浜 戒川 (130・131・132・133・134・135)竹内左栄子 54-0745 

豊日ノ浦((13)9)・・都中名梅(ノ140)・岡(141)・
32 長浜 中 142 城 (144)・小 西宮幸子 54-0724 

国際 (150)・ 51) 

33 長浜 白方((143)・柴大(1越47(145)・小 山中良子 54-0655 
谷 146)・道上 ) 

34 長浜 主任児童委員 金橋美春子 52-2840 
35 長浜 主任児童委員 矢野美智子 52-1351 



広報おおず 2∞55月号

地域福祉のリーダー

旧六州市

No 地 区 担当区 域 氏名 電話番号

l 大測倣南)大洲l、2、4、5、7区 神岡圭一 24-2779 
2 大測(拡南)大洲3、6、8、9区 山内 種子 24-5524 
3 大測(拡南)城山、大洲11、13、14北区 冗永省告 24-4069 
4 大測(肱南)大洲12区、 14南、太郎宮 菊池 豊 24-2794 
5 大測(肱南)大洲10、16、17、18区 松田 純 24-4465 
6矧!日t南)柚木19、20区 岡田啓子 24-3283 
7 大測(臨南)柚木21東、 21西区 白石成子 24-6246 
8 大測(臨南)椎森、八尾、大洲15区 岩野安行 24-5220 
9 大測(隊南)主任児童委員 笹山 早苗 24-5993 
10 大測(久米)上山辺、下山辺 西尾和子 24-4166 
11 大測(久米)安場、丸山、札場、関谷 梶谷繁一 24-2619 
12 大削(0.米)有松、池富、柴尾、下里、城地2、3菊地厚生 24-4623 
13 大測(久米)城地l区、古久米武田、只越l、2区 大塚忠男 24-5410 
14 大測(久米)品山西、東、深井、奥深井、成畑 白石典子 24-6289 
15 大測(久米)主任児童委員 白石美保子 24-5061 
16 大訓(隊北)渡場l、2、3区、殿町、西裡 丹羽ノブヱ 24-6379 
17 大測(政itl上山根、下山根、旭、大正 北林俊官 24-3058 
18 大測明ftitl上地蔵西、東、射場、恵美須、下地蔵 友松豊子 24-6404 
19 大測(臨jtl大黒、昭和、宮前 野津千代乃 24-5717 
20 大訓(臨itl駅~IJ、肱川 上野和文 24-5075 
21 大測(脱itl常盤町l、2、3、4、5、6区 矢野浩子 23-3424 
22 大削(政itl主任児童委員 水池 一代 23-2035 
23 大測(喜多)新町l、2、3区 演田耕造 23-2661 
24 大測(喜多)堀の内1区 大野照子 23-5476 
25 大測(喜多)堀の内2区 白居十郎 24-3318 
26 大測(喜多)若宮上のI区、若宮上の2区 白石芳美 24-4221 
27 大測(喜多)若宮中のl、2、若宮下のl、2 大勝 登 24-3867 
28 大測(喜多)日の出l、2区 上野絹子 23-5451 
29 大測(喜多)五郎l、2、3、玉川 青木員利恵 24-5668 
30 大訓(喜多)五郎4、5区、慶雲寺 野中 憲 25-5787 
31 大測(喜多)白方、多賀、立岡 神田靖子 24-5744 
32 大訓(喜多)河内、東大洲、中ケ市(旧道より山側) 武田麗子 24-7653 
33 大側(喜多)中ケ市(旧道より表側)、天満、山根(西組) 岡 和生 23-2500 
34 大制(喜多)山根(東組)、神宮、西岡、石田口 松田吉勝 24-2653 
35 大測(喜多)主任児童委員 白石 昂 24-5670 
36 大洲(平)平坂、平曾 水本久美子 25-5305 
37 大洲(平)平畑、森 中野茂縫 25-3010 
38 大洲(平)中山西、東 大塚年男 25-5829 
39 大洲(平)城2、3区 酒井芳子 25-4449 

5月は[赤十字社員増強運動月間jとして、社

員増強、社費募集運動を実施します。例年どおり、

各 区長さんなどを通じて行いますので赤十字運動

の趣旨 をご 理解 いただき、ご支援、ご協力をお願

いします。

ありがとうミざいました!

平成16年度の社費・寄付金

7，096，369円
(※旧市町村の実績額を合算したものです。)

ご協力 いた だい た 皆さんに深く感謝いたし ます。

皆さ ん か ら お 寄せ いただいた社費・寄付金は、国

際活動、災害救護活動、医療事業などに幅広く活

用 されています。
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地区 担当区域 氏名 電話番号

大洲(平)小鳥越、城l区 佐々木由子 25-0367 
大洲(平)土肥 佐子 宏 25-0679 
大洲(平)野田、野久保、西松ケ花 野田尾勝利 25-5781 
大洲(平)主任児童委員 金家和子 25-2164 
平野 町下、町上、広岡、清広、里下、会心 奥田利徳 24-4349 
平野 地蔵堂、矢ノ口、土井、梶ヤ谷、沼田、栄谷 浅野十代明 23-3910 
平野 保子野、日浦、本谷目、本谷影、横野 谷口ウメコ 24-6810 
平野 大下、東大下、坂田、香田、城の下 井上 豊 24-5796 
平野 矢の地、大根、富冗、滝の宮、鎌の田 山田 富子 24-6172 
平野 夜昼、明日香 重田弘子 23-3410 
平野 主任児童委員 宮本恒美 23-4043 
平野 主任児童委員 星野 勇 23-4443 

南久米 北只、下松尾 東野博志 24-4204 
南久米 松尾、梅川、下黒木 山本 行 夫 24-7546 
南久米 北裏、稲積、野佐来、上黒木 井上和子 24-7209 
南久米 札掛、遍路供養、長谷、横野 上野 園 隆 24-7412 
南久米 主任児童委員 村上美知子 23-3759 
南久米 主任児童委員 金野智葱 23-5650 
菅田 中東、上町、中町 谷本幸美 25-5103 
菅田 西、下町3区、昌士 柿原八千代 25-5879 
菅田 下町l、2区 矢野喜代子 25-5968 
菅田 阿部、上東、村島 中岡 深 25-5420 
官田 下東、朝日 安勝光郎 25-3255 
菅田 成見、板野、藤の川、議案 東 隆幸 25-3536 
菅田 道屋敷、東、天貢、西谷、 池田 西村芳子 27-0229 

菅田
本郷、杭瀬、野地、貫小屋、小倉、

中野善高 24-5856 
父、追打、裾野

官田 主任児童委員 矢野正鮮 23-2905 
菅田 主任児童委員 上由美恵子 25-5255 
大川 八河、森山本村 羽柴忠幸 27-0602 
大川 富谷、東、大貸 小 山 忠 光 27-0101 
大川 志茂、成本、坊屋敷、杖の瀬 長尾幸子 27-0036 
大川 根冗、満屋敷、宮野、舟原、小石 大下温子 27-0613 
大川 本谷、丸山、川口、日の平、太田 久保野克美 27-0912 
大川 主任児童委員 永見節子 27-0664 
大川 主任児童委員 井口静恵 27-0513 
柳沢 赤田、居場、道成、回処下 山内 幸子 25-5742 
柳沢 本郷、有久保、河内、河向 崎岡美保子 25-5744 
柳沢 勝縄1、2、3、4区 穂積幸雄 25-5294 
柳沢 田処西、向井、川上、東、境 中野博輝 25-4655 
柳沢 主任児童委員 角田純恵 25-3653 
新谷 小貝、都、中組、上組 野寄志げ子 25-0681 
新谷 町l番、 2番、川東1、2、3 井上書子 25-0228 
新谷 惣谷、国合、 山口、 一軒茶屋 作田 教郎 25-3502 
新谷 和田、城山、神南 村上正枝 25-4138 
新谷 古町、町3番、町4番、 川西 篠崎勝邦 25-4533 
新谷 西和田西、東、東松ケ花 西山イツ子 25-0991 
新谷 立山、 麓、喜多山中組、下組 佐伯弘子 25-0463 
新谷 |大久保、中久保、富久保、恋木l、2、3河野友和 25-0573 
新谷 主任児童委員 都築静子 25-0017 
新谷 主任児童委員 谷口祐子 25-1575 
ニ善 山局、阿寄、坂本、大谷、 田辺 大隅千晴 26-0602 
ニ善 和田下、中、上、石橋、峠、多国 東 直美 26-0417 

三善
西山、石仏、大東、小田、寿、

矢 野 俊 和 26-0174 
ひえ田

ニ善 主任児童委員 西山民恵 26-0542 
八多喜 中町、7c田n、2 泉美佐子 26-1527 

八多喜
下町上、下、上町、岩津、八多浪、

土居兵吉 26-0259 
伊州子

八多喜 新町下、中、上、宇山、家野 後勝松雄 26-1855 

八多喜
湯の子、表米津、谷米津、河内、

都築 賢 26-0689 
広岡

八多喜 中場、田の久保、本村、森 山 中 愛 子 26-0483 
八多喜 主任児童委員 津田豊一 26-0127 
八多喜 主任児童委員 石山員砂 26-0722 
上須戒 河春、屋敷、折尾、大宅 河漫宗義 26-1287 

上須戒 |猿農家谷 東峰、池岡、松久保、非 白石タマヨ 26-1522 

上須戒 西峰、初尾、梶屋敷、打越 白石条勇 26-1004 
上須戒 主任児童委員 山本 久 美 26-0010 
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人事異動の基本方針
1 新市発足後、日も浅いことから、退職者の補充を原則
としつつも、同一所属に概ね5年以上在籍する職員を中
心に異動を行い、職場の活性化を図る。

2 旧市町村聞の職員交流を途につけ、新市発足後の職場
と職員意識に緊張感を持たせ、もって行政推進能力の向
上を図る。

3 市町と県とで設立を予定している、協働して地方税の
税収確保を図るための「愛媛地方税滞納整理機構J設立
の準備事務に従事させるため、人材育成の観点と併せ、
愛媛県ヘ職員 1人を派遣する。また、地方分権時代の自
治体職員に求められる政策形成能力を有する人材を育成
するため、引き続き、財団法人えひめ地域政策研究セン
ターヘ職員 1人を派遣する。
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補
佐
兼
肱

川
風
の
博
物
館
・
歌
麿
館
長
兼
図
書

館
長
)

V
肱
川
支
所
・
市
民
福
祉
課

長
兼
肱
川
保
健
セ
ン
タ
ー
所

長

上

岡
時
子
(
肱
川
支
所

・
市
民
福
祉
課

長
)

V
肱
川
支
所
・
教
育
課
長
兼
肱

川
風
の
博
物
館
・
歌
麿
館
長
兼
図
書

館
長
飛
野
弘
幸
(
肱
川
支
所

・
会

計
課
長
兼
会
計
係
長

)

V
河
辺
支

所
・
総
務
課
長
高
木
昭
(
河
辺
支

所
・
総
務
課
長
兼
会
計
課
長
兼
会
計

係
長
)

V
監
理
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

O
青
木
優
幸
(
監
理
課
長
補
佐
)

V

企
画
調
整
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
地

域
政
策
第

1
係
長
兼
国
際
交
流
係
長

岡
村
清
利

(企
画
調
整
課
主
幹
兼
課

長
補
佐
兼
地
域
政
策
第

1
係
長
)

V

建
築
住
宅
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼

建
築
係
長

O
蔵
本
和
孝
(
建
築
住

宅

課

長

補

佐

兼

建

築

係

長

)

V

土
地
改
良
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

O

4 組織・機構関係
(1) 災害対策本部設置時における指揮命令系統を明確に

するため、助役直属の「危機管理室jを総務部所管と
する。

(2) 財政再建を旗印に、職員数の削減による人件費の抑
制、事務事業の整理合理化、民間委託等の推進及び補
助金等の整理合理化ヘ向けて、専門的、積極的かつ計
画的な取り組みを進めるため、総務部に新たに「行政
改革推進課Jを設置する。

(3) 市民一人ひとりの日常生活の中に人権意識を根付か
せ、差別をしない、させない社会づくりを統一的に推
進するため、社会福祉課の同和対策業務、総務課の人
権啓発業務を統括し、市民福祉部に「人権啓発課」を
設置する。

(4) 上記二課の設置にあたっては、スクラ ップ・アンド・
ビルドの基本を徹底するとともに、本庁と支所におけ
る会計事務を統一的に処理するため、 各支所の「会計
課jを廃止する。

(5) 施設の統廃合を勘案し、長浜支所内の保育所(1力
所)を廃止する。

大
野
謙
一
(
土

地
改
良
課
長
補
佐

兼
工
務
第

1
係
長
)
V
水
道
課
長
浜

分
室
主
幹
兼
次
長
兼
管
理
係
長

O
清

水
俊
三
(
水
道
課
長
浜
分
室
次
長

兼
管
理
係
長
)

V
長
浜
支
所
・
農
林

水
産
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
農
林
係

長
兼
管
理
係
長
兼
農
委
・
農
地
第
2

係
長

O
山
本
安
慶
(
長
浜
支
所
・
農

林
水
産
課
長
補
佐
兼
農
林
係
長
兼
管

理
係
長
兼
農
委
・
農
地
第

2
係
長
)

V
長
浜
支
所
・
教
育
課
主
幹
兼
課
長

補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
田
中
宏
幸

(
長
浜
支
所
・
総
務
課
主
幹
兼
課
長
補

佐
)

【課
長
補
佐
級
】

V
人
事
秘
書
課
長
補
佐
兼
職
員
第

1

係

長

赤

坂

知
之
(
企
画
調
整
課
長

補
佐
兼
男
女
共
同
参
画
係
長
)

V
総

務
部
危
機
管
理
室
次
長

水
関
裕

二
(
危
機
管
理
室
次
長
)

V
会
計
課

長

補

佐

西

川
博
治
(
大
洲
学
園
長

補
佐
兼
庶
務
係
長
兼
職
業
指
導
係
長
)

10一一一一

V
行
政
改
革
推
進
課
長
補
佐
武
知

省
吾
(
人
事
秘
書
課
長
補
佐
兼
職
員

第
1
係
長
)

V
電

算

課

長

補

佐

平

田
隆
志
(
電
算
課
長
補
佐
兼
情
報
統

計
係
長

)
V
商
工
観
光
課
長
補
佐

兼
ま
ち
づ
く
り
対
策
第

l
係

長

栗

田
浩
治
(
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
ま

ち
づ
く
り
対
策
係
長
)

V
市
民
課
長

補
佐
兼
市
民
第

1
係
長

O
武
田
真
彦

(市
民
課
事
務
専
門
員
兼
市
民
第
l
係

長
)

V
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
地
域

福
祉
第

1
係
長
林
田
稔
徳
(
社
会

福
祉
課
長
補
佐
兼
地
域
福
祉
係
長
)

V
社
会
福
祉
課
主
任
専
門
員
兼
生
活

保
護
第
-
係
長

O
仲
間
貴
志
(
社
会

福
祉
課
事
務
専
門
員
兼
生
活
保
護
第

l
係
長
)

V
社
会
福
祉
課
主
任
専
門

員
兼
児
童
福
祉
第

1
係

長

柁

原

宏

志
(
社
会
福
祉
課
主
任
専
門
員
兼
児

童
福
祉
係
長
)

V
総
合
福
祉
セ

ン
タ

ー
次
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
次
長

兼
保
健
セ
ン
タ
ー
次
長

O
大
野
浩
司
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(
農
林
水
産
課
事
務
専
門
員
兼
管
理
係

長
兼
営
農
第
1
係
長
)

V
大
洲
学
園

長
補
佐
兼
庶
務
係
長
是
漂
徳
明
(
市

民
課
長
補
佐
)

V
建
設
第

2
課
長
補

佐
兼
工
務
第
l
係
長

O
村
上
芳
邦
(
建

設
第

2
課
主
任
専
門
員
兼
工
務
第
1

係
長
)

V
建
設
第

2
課
主
任
専
門
員

兼
維
持
第
1
係

長

白

石

良

一

(建

設
第

2
課
長
主
任
専
門
員
兼
工
務
第

2
係
長
)

V
建
設
第
2
課
長
補
佐
兼

管
理
第
1
係
長
吉
岡
一
(
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
次
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
次
長
)

V
都
市
整
備
課
長
補
佐
浪
本
忠
則

(
都
市
整
備
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
第

l
係
長
)

V
都
市
整
備
課
長
補
佐
兼

管
理
係
長
武
田
康
秀
(
都
市
整
備

課
長
補
佐
兼
管
理
第
1
係
長
)

V
下

水
道
課
主
任
専
門
員
兼
工
務
第

1
係

長
井
口
康
徳
(
水
道
課
主
任
専
門

員
兼
工
務
第
2
係
長
)

V
土
地
改
良

課
主
任
専
門
員
兼
工
務
第
1
係
長

石
丸
禎
時
(
土
地
改
良
課
主
任
専
門

員
兼
工
務
第

2
係
長
)

V
教
育
委
員

会
・
教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
管
理
係

長
村
田
泰
志
(
教
育
委
員
会
・
学

校
教
育
課
長
補
佐
)
V
教
育
委
員
会
・

学
校
教
育
課
長
補
佐
原
田
淳
子
(
県

教
育
委
員
会
)

V
教
育
委
員
会
・
生

涯
学
習
課
長
補
佐
毛
利
裕
司
(
建

設
第
2
課
長
補
佐
兼
管
理
第
l
係
長
)

V
教
育
委
員
会
・
生
涯
学
習
課
長
補

佐
兼
中
央
公
民
館
第
l
係
長

O
木
村

昭
博
(
教
育
委
員
会
・
中
央
公
民
館

主
任
専
門
員
兼
係
長
)

V
さ
く
ら
苑

長
補
佐
松
岡
陽
規
(
長
浜
支
所
・

教
育
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
)

V
長
浜
支
所
・
市
民
福
祉
課
長
補
佐

兼
保
険
環
境
第
1
係
長

O
城
戸
茂
利

(
長
浜
支
所
・
市
民
福
祉
課
事
務
専

門
員
兼
保
険
環
境
第
1
係
長
)

V
肱

川
支
所
・
総
務
課
長
補
佐
兼
会
計
係

長
中
野
富
士
雄
(
肱
川
支
所
・
総
務

課
長
補
佐
)

V
肱
川
支
所
・
企
画
商

工
課
長
補
佐
兼
電
算
係
長
池
田
悦

子
(
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
所

長
補
佐
)

V
河
辺
支
所
・
総
務
課
長

補
佐
兼
会
計
係
長
土
井
美
恵
子
(
河

辺
支
所
・
総
務
課
長
補
佐
)

V
高
齢

者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
心

得
田
中
美
知
子
(
農
業
委
員
会
事

務
局
事
務
専
門
員
兼
農
政
第
l
係
長
)

V
長
浜
支
所
・
総
務
課
主
任
専
門
員

兼
総
務
第
2
係
長

O
松
本
伊
代
子
(
長

浜
支
所
・
総
務
課
事
務
専
門
員
兼
総

務
第

2
係
長
)

V
長
浜
支
所
・
櫛
生

福
祉
セ
ン
タ
ー
主
任
専
門
員
兼
庶
務

係
長

O
坂
東
敏
幸
(
長
浜
支
所
・
櫛

生
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
務
専
門
員
兼
庶

務
係
長
)

V
長
浜
支
所
・
教
育
課
主

任
専
門
員
兼
生
涯
学
習
係
長

O
松
本

治
子
(
長
浜
支
所
・
教
育
課
事
務
専

門
員
兼
生
涯
学
習
係
長
)

【専
門
員
】

V
総
務
部
危
機
管
理
室
事
務
専
門
員

兼
防
災
第
l
係
長
亀
田
稔
(
危
機

管
理
室
事
務
専
門
員
兼
防
災
第
1
係

長
)

V
会
計
課
事
務
専
門
員
兼
用
度

係
長
久
保
田
和
子
(
保
険
環
境
課

事
務
専
門
員
兼
老
人
保
険
係
長
)

V

企
画
調
整
課
事
務
専
門
員
兼
企
画
係

長
兼
男
女
共
同
参
画
係
長
上
野
康

広
(
企
画
調
整
課
事
務
専
門
員
企
画

係
長
兼
国
際
交
流
係
長
)

V
市
民
課

事
務
専
門
員
兼
市
民
第

3
係

長

佐

田
実
(
都
市
整
備
課
事
務
専
門
員
兼

管
理
第

2
係
長
)

V
高
齢
福
祉
課
事

務
専
門
員
兼
在
宅
福
祉
第

2
係
長

O

山
本
稔
(
高
齢
福
祉
課
在
宅
福
祉
第

2
係
長
)

V
人
権
啓
発
課
事
務
専
門

員
兼
人
権
啓
発
係
長
兼
人
権
対
策
係

長
後
藤
秀
一
(
社
会
福
祉
課
事
務

専
門
員
兼
同
和
対
策
係
長
)

V
大
別

学
園
事
務
専
門
員
兼
職
業
指
導
係
長

O
山
本
賢
(
大
洲
学
園
成
人
指
導
第

1
係
長
)

V
建
設
第

2
課
事
務
専
門

員
兼
管
理
第
2
係
長

O
津
田
博
幸
(
建

設
第

2
課
工
務
第
3
係
長
)

V
建
設

第
2
課
事
務
専
門
員
兼
管
理
第

4
係

長

O
菊
池
章
(
建
設
第

2
課
管
理
第

4
係
長
)

V
都
市
整
備
課
技
術
専
門

員
兼
都
市
計
画
第

2
係

長

森

岡

義

明
(
建
設
第

2
課
技
術
専
門
員
兼
維

持
第
2
係
長
)

V
都
市
整
備
課
事
務

専
門
員
兼
都
市
計
画
第
1
係
長

O
久

保
正
人
(
長
浜
支
所
・
建
設
課
都
市

計
画
係
長
)

V
建
築
住
宅
課
事
務
専

門
員
兼
公
営
住
宅
第
1
係

長

大

藤

美
樹
(
建
築
住
宅
課
事
務
専
門
員
兼

公
営
住
宅
係
長
)

V
下
水
道
課
技
術

専
門
員
兼
工
務
第

2
係

長

高

見

浩

一
(
下
水
道
課
技
術
専
門
員
兼
工
務

第
l
係
長
)

V
土
地
改
良
課
事
務
専

門
員
兼
工
務
第

2
係

長

戎

徹

(

土

地
改
良
課
事
務
専
門
員
兼
工
務
第
3

係
長
)

V
大
洲
病
院
事
務
課
事
務
専

門
員
兼
庶
務
係
長

O
高
岡
公
重
(
教

育
委
員
会
・
教
育
総
務
課
管
理
係
長
)

V
長
浜
支
所
・
市
民
福
祉
課
事
務
専

門
員
兼
高
齢
福
祉
係
長

O
谷
上
真
悟

(
長
浜
支
所
・
市
民
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
長
)

V
長
浜
支
所
・
建
設
課
事
務

専
門
員
兼
管
理
係
長

O
久
保
嘉
範
(
長

浜
支
所
・
建
設
課
管
理
係
長
)

V
長

浜
支
所
・
白
滝
公
民
館
事
務
専
門
員

兼
係
長
兼
連
絡
所
長

O
宮
上
孝

一
(長

浜
支
所
・
白
滝
公
民
館
係
長
兼
連
絡

所
長
)

V
長
浜
支
所
・
大
和
公
民
館

事
務
専
門
員
兼
係
長
兼
連
絡
所
長

O

山
尾
淳
志
(
長
浜
支
所
・
大
和
公
民

館
係
長
兼
連
絡
所
長
)

【
係
長
級
】

V
総
務
部
危
機
管
理
室
防
災
第

2
係

長
富
永
幸
広
(
危
機
管
理
室
防
災

第

2
係
長
)

V
税
務
課
市
民
税
第

2

係
長

O
小
泉
貴
司
(
税
務
課
主
査
)

V
税
務
課
収
納
第

2
係

長

菊

地

敏

宏
(
長
浜
支
所
・
会
計
課
会
計
係
長
)

V
税
務
課
収
納
第

3
係
長

O
窪
容
江

(
税
務
課
総
括
主
査
)
V
行
政
改
革
推

進
課
行
政
改
革
推
進
係
長
中
島
清

和
(
高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
長
)

V
監
査
事
務
局
庶
務
係
長
新
幸
枝

(
税
務
課
収
納
第
3
係
長
)

V
電
算
課

情
報
統
計
係
長

O
大
塚
茂
央
(
電
算

課
主
査
)

V
商
工
観
光
課
ま
ち
づ
く

り
対
策
第

2
係
長
徳
石
伊
重
(
議

会
事
務
局
議
事
係
長
)

V
保
険
環
境

課
老
人
保
険
係
長
祖
母
井
篤
生
(
平

公
民
館
係
長
)

V
社
会
福
祉
課
児
童

福
祉
第

2
係
長
蔵
本
由
美
子
(
市

民
課
市
民
第

3
係
長
)

V
社
会
福
祉

課
地
域
福
祉
第

2
係

長

徳

永

吉

和

(
税
務
課
市
民
税
第
2
係
長
)

V
高
齢

福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
長
窪
誠
人

(
八
多
喜
公
民
館
係
長
兼
連
絡
所
長
)

V
清
和
園
庶
務
係
長

O
井
上
多
美
子

(
清
和
園
総
括
主
査
)
V
建
設
第
2
課

管
理
第

3
係
長
後
藤
忠
明
(
建
設

第
2
課
管
理
第
2
係
長
)

V
建
設
第

2
課
工
務
第
2
係
長
蔵
本
茂
樹
(
建

設
第

2
課
工
務
第

4
係
長
)

V
都
市

整
備
課
都
市
計
画
第

3
係

長

上

回

規
男
(
都
市
整
備
課
都
市
計
画
第

2

係
長
)

V
建
築
住
宅
課
公
営
住
宅
第

2
係
長
松
井
祐
二
(
久
米
公
民
館

係
長
)

V
水
道
課
工
務
第
3
係
長

小
泉
純
也
(
治
水
課
工
務
係
長
)

V

水
道
課
工
務
第

2
係

長

西

野

利

秋

(
水
道
課
工
務
第
3
係
長
)

V
農
林
水

産
課
営
農
第
1
係
長
佐
野
定
弘
(
菅

田
公
民
館
係
長
兼
連
絡
所
長
)

V
農

林
水
産
課
管
理
係
長
飛
野
澄
子
(
肱

川
支
所
総
務
課
税
務
係
長
)

V
治
水

課
工
務
係
長
竹
本
安
文
(
下
水
道

課
工
務
第

2
係
長
)

V
農
業
委
員
会

事
務
局
農
政
第
l
係

長

向

井

一

代

(
監
査
事
務
局
庶
務
係
長
)

V
議
会
事

務
局
議
事
係
長
谷
野
秀
明
(
建
設

第
2
課
管
理
第

3
係
長
)

V
久
米
公

民
館
係
長

O
谷
本
晃
一
(
総
務
課
主

査
)

V
中
央
公
民
館
第

2
係
長

O
西

岡
美
恵
子
(
農
林
水
産
課
総
括
主
査
)

V
平
公
民
館
係
長

O
西
隅
友
博
(
社

会
福
祉
課
主
査
)

V
菅
田
公
民
館
係

長
兼
連
絡
所
長

O
都
築
祐
司
(
税
務

課
主
査
)

V
八
多
喜
公
民
館
係
長
兼

連
絡
所
長

O
西
尾
慎
一
(
保
険
環
境

課
主
査
)

V
大
洲
病
院
栄
養
管
理
係

長

O
宇
都
宮
育
子
(
大
洲
病
院
栄
養

管
理
係
長
心
得
)

V
長
浜
支
所
・
総

務
課
会
計
係
長

O
字
根
や
す
子
(
長

浜
支
所
・
会
計
課
総
括
主
査
)

V
肱

川
支
所
・
総
務
課
税
務
係
長
橋
本

孝
博
(
肱
川
支
所
・
企
画
商
工
課
電

算
係
長
)

V
保
険
環
境
課
総
括
主
査

O
松
中
隆
(
保
健
環
境
課
主
査
)

V

建
設
第

2
課
維
持
第

2
係
長
心
得

佐
野
嘉
浩
(
建
設
第

2
課
維
持
第
3

係
長
心
得
)

V
建
設
第

2
課
総
括
技

師

O
引
野
伸
昭
(
都
市
整
備
課
主
査
)

V
長
浜
支
所
・
農
林
水
産
課
総
括
主

査
兼
農
委
・
書
記
上
地
末
子
(
長

浜
支
所
・
農
林
水
産
謀
総
括
主
査
)

【、
王
杏
A
】

V
人
事
秘
書
課
主
査

O
西
田
ゆ
か
り

(
人
事
秘
書
課
(
上
級
主
事
)
)
V
総

務
課
主
査

O
宮
岡
博
志
(
総
務
課
(
上

級
主
事
)
)
V
財
政
課
主
査

O
村
中
元

(
商
工
観
光
課
(
上
級
主
事
)
)
V
商
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工
観
光
課
主
査

O
土
井
修
司
(
商
工

観
光
課

(上
級
主
事
)
)
V
高
齢
福
祉

課
主
査

O
山
田
淳
(
高
齢
福
祉
課
(
上

級
主
事
)
)
V
高
齢
福
祉
課
主
査

O
山

木
康
賢
(
高
齢
福
祉
課
(
上
級
主
事
)
)

V
水
道
課
主
査

O
中
山
文
子
(
水
道

課
(
上
級
主
事
)
)
V
水
道
課
主
査

O

大
塚
功
二
(
水
道
課
(
上
級
技
師
)
)

V
農
林
水
産
課
主
査

O
磯
崎
英

一
(農

林
水
産
課
(
上
級
主
事
)

V
教
育
委

員
会
・
生
涯
学
習
課
主
査

O
岡
崎
壮

一
(
教
育
委
員
会
・
生
涯
学
習
課
(
上

級
学
芸
員
)
)
V
博
物
館
主
査

O
白
石

尚
寛
(
博
物
館
(
上
級
学
芸
員
)
)
V

水
道
課
長
浜
分
室
主
査
三
谷
鈴
美

(治

水
課
長
浜
分
室
主
査
)

V
長
浜
支
所
・

総
務
課
主
査

O
東
和
彦
(
長
浜
支
所
・

総
務
課
(
上
級
主
事
)
)
V
長
浜
支
所
・

今
防
友
愛
館
主
査

O
武
田
直
人
(
長

浜
支
所
・
今
防
友
愛
館
(
上
級
主
事
)
)

V
肱
川
支
所
・
建
設
農
林
課
主
査

井
上
雅
裕
(
土
地
改
良
課
主
査
)

V

河
辺
支
所
・
総
務
課
主
査
奥
平
美

香
江
(
河
辺
支
所
・
河
辺
診
療
所
主
査
)

【
王
事
な
ど
】

V
人
事
秘
書
課
(
上
級
主
事

)
O相

原
正
知
(
人
事
秘
書
課
)

V
人
事
秘

書
課
(
上
級
主
事

)
O井
原
晋
一
(
人

事
秘
書
課
)
V
税
務
課
(
上
級
主
事
)

大
和
田
良
江
(
税
務
課
)

V
社
会
福

祉
課
(
上
級
管
理
、
栄
養
士

)
O吉
岡

知
美
(
社
会
福
祉
課
(
管
理
栄
養
士
)
)

V
隣
保
館
(
上
級
主
事

)
O中
村
直

樹
(
隣
保
館
)
V
清
和
園
(
上
級
寮
母
)

O
中
谷
千
穂
(
清
和
国
)

V
さ
く
ら

苑
(
上
級
寮
母

)
O中
嶋
和
佐
子
(
さ

く
ら
苑
)
V
建
築
住
宅
課
(
上
級
技
師
)

O
仲
尾
和
彦
(
建
築
住
宅
課
)

V
土

地
改
良
諜
(
上
級
技
師

)
O矢
野
幸

一

(
土
地
改
良
課
)

V
教
育
委
員
会
・

生
涯
学
習
課
(
上
級
主
事

)
O谷
本

輝
美
(
教
育
委
員
会
・
生
涯
学
習
課
)

V
税
務
課
(
上
級
主
事
)
尾
崎
真

一

(
教
育
委
員
会
・
生
涯
学
習
課
(
上
級

主
事
)
)
V
長
浜
支
所
・
建
設
課
(
上

級
主
事

)
O石
本
卓
志
(
長
浜
支
所
・

建
設
課
)
V
総
務
部
付
(
愛
媛
県
派
遣
)

瀬
川
幸
司
(
税
務
課
)

V
総
務
課

森
野
悟
志
(
税
務
課
)

V
人
権
啓
発

課

O
中
島
稔
(
社
会
福
祉
課
(
主
事

補
)
)
V
税
務
課
新
口
竜
史
(
農
林

水
産
課
)

V
企
画
調
整
課
水
本
典

子
(
農
林
水
産
課
)

V
大
酬
保
健
セ

ン
タ
ー

菊
地
千
鶴
(
長
浜
保
健
セ

ン
タ
ー
)

V
さ
く
ら
苑
西
山
聖
子

(
保
険
環
境
課
)

V
農

林

水

産

課

兵

頭
直
美
(
教
育
委
員
会
・
中
央
公
民
館
)

V
土
地
改
良
課
谷
本
孝
史
(
肱
川

支
所
・
建
設
農
林
課
)

V
治
水
課
長

浜
分
室
菊
地
裕
司
(
水
道
課
長
浜

分
室
)

V
教
育
委
員
会
・
生
涯
学
習

課
瀧
野
逸
武
(
建
築
住
宅
課
)

V

長
浜
支
所
・
農
林
水
産
課
稲
田
淳

(
長
浜
支
所
・
長
浜
公
民
館
兼
ふ
れ

あ
い
会
館
)

V
長
浜
支
所
・
長
浜
公

民
館
兼
ふ
れ
あ
い
会
館
山
下
由
香

理
(
長
浜
支
所
・
農
林
水
産
課
)

V

肱
川
支
所
・
総
務
課
岩
仲
美
佳
(
肱

川
支
所
・
会
計
課
)

V
肱
川
支
所
・

市
民
福
祉
課
上
回
智
子
(
肱
川
支

所
・
教
育
課
)

V
河
辺
支
所
・
総
務

課
田
中
恵
子
(
河
辺
支
所
・
会
計

課
)
V
菅
田
保
育
所
白
石
正
和
(
大

洲
病
院
事
務
課
)

V
大
成
保
育
所

白
木
睦
美
(
菅
田
保
育
所
)

V
新
谷

保
育
所
山
下
雪
江
(
粟
津
保
育
所
)

V
粟
津
保
育
所
上
田
順
子
(
新
谷

保
育
所
)

V
大
洲
病
院
事
務
課
宮

田
弘
美
(
大
成
保
育
所
)

保
健
師
関
係

【課
長
補
佐
級
】

V
高
齢
福
祉
課
長
補
佐
兼
基
幹
型
在

宅
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
森
澄
子
(
高

齢
福
祉
課
長
補
佐
兼
基
幹
型
在
宅
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
介
護
保
険
業
務

係
長
)

【専
門
員
級】

V
大
洲
学
園
技
術
専
門
員
兼
保
健
係

長

O
白
石
恒
子
(
大
洲
学
園
保
健
指

導
主
任
兼
保
健
係
長
)

【係
長
級】

V
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
業
務
係
長

O
大
野
由
美
(
高
齢
福
祉
課
総
括
技

師
)

V
大
洲
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
指

導
主
任
兼
健
康
づ
く
り
第

3
係
長

森
野
加
代
(
新
谷
連
絡
所
保
健
指
導

主
任
)

V
長
浜
支
所
・
長
浜
保
健
セ

ン
タ
ー
保
健
指
導
主
任
兼
健
康
づ
く

り
係
長
原
問
雅
子
(
長
浜
支
所
・

長
浜
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
指
導
主
任
)

【
一
般】

V
大
川
連
絡
所
保
健
師
稲
葉
千
欝

(
大
洲
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
)

V
新

谷
連
絡
所
技
師
原
田
和
枝
(
大
川

連
絡
所
技
師
)

保
育
士
な
ど

【課
長
補
佐
級】

V
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
喜
多
保
育

所
長

O
増
岡
典
子
(
喜
多
保
育
所
主

任
専
門
員
兼
所
長
)

V
社
会
福
祉
課

長
補
佐
兼
新
谷
保
育
所
長

O
三
井
喜

美
(
新
谷
保
育
所
主
任
専
門
員
兼
所

長
)

V
長
浜
支
所
・
市
民
福
祉
課
長

補
佐
兼
長
浜
保
育
所
長

O
宮
岡
民
子

(
長
浜
支
所
・
長
浜
保
育
所
主
任
専
門

員
兼
所
長
兼
長
浜
乳
児
保
育
所
長
)

V
菅
田
保
育
所
主
任
専
門
員
兼
所
長

O
伊
達
と
も
子
(
菅
田
保
育
所
長
)

V
長
浜
支
所
・
長
浜
乳
児
保
育
所
主

任
専
門
員
兼
所
長
菊
地
さ
と
子
(
長

浜
支
所
・
大
和
保
育
所
主
任
専
門
員

兼
所
長
)

V
長
浜
支
所
・
市
民
福
祉

課
主
任
専
門
員
兼
社
会
福
祉
第

2
係

長
西
山
み
ち
子
(
長
浜
支
所
・
櫛

生
保
育
所
主
任
専
門
員
兼
所
長
)

【専
門
員
級】

V
肱
南
保
育
所
長
梶
本
幸
子
(
長

浜
支
所
・
沖
浦
保
育
所
長
)

V
長
浜

支
所
・
沖
浦
保
育
所
長
鈴
木
佳
代

子
(
長
浜
支
所
・
市
民
福
祉
課
事
務

専
門
員
兼
社
会
福
祉
第

2
係
長
)

V

肱
川
支
所
・
肱
川
保
育
所
長
大
石

あ
い
(
肱
南
保
育
所
長
)

【
係
長
級
】

大
洲
保
育
所
主
任
保
育
士

O
菊
地
安

江
(
大
洲
保
育
所
総
括
主
査
)

V
肱

北
保
育
所
主
任
保
育
土
和
田
章
子

(
柳
沢
保
育
所
主
任
保
育
士
)

V
徳
森

保
育
所
主
任
保
育
士
吉
岡
文
子
(
大

洲
愛
育
ホ

l
ム
児
童
福
祉
係
長
)

V

菅
田
保
育
所
主
任
保
育
士
鈴
木
ま

る
み
(
粟
津
保
育
所
主
任
保
育
士
)

V
柳
沢
保
育
所
主
任
保
育
土

O
笹
田

祥
子
(
新
谷
保
育
所
総
括
主
査
)

V

粟
津
保
育
所
主
任
保
育
士
清
中
祥

子
(
上
須
戒
保
育
所
主
任
保
育
土
)

V
上
須
戒
保
育
所
主
任
保
育
土
浜

田
公
子
(
肱
北
保
育
所
主
任
保
育
士
)

V
大
洲
学
園
成
人
指
導
係
長
後
藤

百
合
子
(
大
洲
学
園
成
人
指
導
第
2

係
長
)

V
大
別
愛
育
ホ

l
ム
児
童
福

祉
係
長
上
回
広
美
(
菅
田
保
育
所

主
任
保
育
士
)

V
長
浜
支
所
・
長
浜

保
育
所
主
任
保
育
士
山
本
直
美
(
長

浜
支
所
・
櫛
生
保
育
所
主
任
保
育
士
)

V
長
浜
支
所
・
長
浜
保
育
所
主
任
保

育
土
横
山
典
子
(
長
浜
支
所
・
白

滝
保
育
所
主
任
保
育
士

)

V
長
浜
支

所
・
出
海
保
育
所
主
任
保
育
士
白

石
玉
子
(
長
浜
支
所
・
大
和
保
育
所

主
任
保
育
士

)

V
長
浜
支
所
・
白
滝

保
育
所
主
任
保
育
士
清
水
郁
子
(
長

浜
支
所
・
大
和
保
育
所
主
任
保
育
士
)

V
長
浜
支
所
・
白
滝
保
育
所
主
任
保

育
土
佐
竹
千
恵
子
(
長
浜
支
所
・

長
浜
保
育
所
主
任
保
育
士
)

V
新
谷

保
育
所
総
括
主
査
佐
々
木
富
子
(
大

洲
学
園
総
括
主
査
)

【主
査】

新
谷
保
育
所
主
査
日
浦
和
美
(
社

会
福
祉
課
主
査
)

V
長
浜
支
所
・
出

海
保
育
所
主
査

O
河
野
美
和
(
長
浜

支
所
・
出
海
保
育
所
(
保
育
士
)
)
V

長
浜
支
所
・
白
滝
保
育
所
主
査

O
中

野
八
千
代
(
長
浜
支
所
・
白
滝
保
育

所
(
保
育
士
)
)

【
一
般】

大
洲
学
園
上
田
聖
子
(
肱
北
保
育

所
)

V
大
洲
学
園
井
上
沙
織
(
徳

森
保
育
所
)

V
大

洲

保

育

所

小

野

陽
子
(
新
谷
保
育
所
)

V
大
洲
保
育

所
智
葉
寿
美
恵
(
肱
川
支
所
・
肱

川
保
育
所
)

V
肱
南
保
育
所
(
上
級
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保
育
土

)
O松
岡
美
代
子
(
大
洲
学

園
)
V
肱
北
保
育
所
武
知
直
美
(
柳

沢
保
育
所
)

V
肱
北
保
育
所

山
下

亜
弥
(
喜
多
保
育
所
)

V
徳
森
保
育

所
橋
本
ゆ
か
り
(
三
善
保
育
所
)

V
大
成
保
育
所
町
野
朋
江
(
肱
北

保
育
所
)

V
三
善
保
育
所
松
中
奈

保
美
(
大
成
保
育
所
)

V
柳
沢
保
育

所
山
本
順
子
(
新
谷
保
育
所
)

V

長
浜
支
所
・
長
浜
保
育
所

山
西
千

恵
(
長
浜
支
所
・
櫛
生
保
育
所
)

V

長
浜
支
所
・
沖
浦
保
育
所
小
川
好
恵

(
長
浜
支
所
・
大
和
保
育
所
)

V
長
浜

支
所
・
沖
浦
保
育
所
今
回
邦
子
(
長

浜
支
所
・
長
浜
保
育
所
)
V
長
浜
支
所
・

出
海
保
育
所
加
納
美
紀
(
長
浜
支

所
・
大
和
保
育
所
)

大
洲
病
院
医
療
関
係

V
大
洲
病
院
薬
剤
係
技
術
専
門
員
兼

田
沼
田
白
出
回

A
問
問
回
凶 第

2
係
長

O
尾
上
夏
恵
(
大
洲
病
院

薬
剤
係
第

2
係
長
)

V
大
洲
病
院
薬

剤
係
(
上
級
技
師

)
O西
川
幸
治
(
大

洲
病
院
薬
剤
係
技
師
)

V
大
洲
病
院

理
学
療
法
係
主
査

O
茶
家
康
吉
(
大

洲
病
院
理
学
療
法
係
技
師
)

V
大
洲

病
院
看
護
部
副
看
護
部
長
(
主
幹
)

O
竹
田
京
子
(
大
洲
病
院
看
護
部
副

看
護
部
長
)

V
大
洲
病
院
看
護
部
副

看
護
部
長
(
補
佐
級

)
O
三
宮
朝
子

(
大
洲
病
院
看
護
部
看
護
師
長
)
V
大

洲
病
院
看
護
部
看
護
師
長

O
稲
積
み

ゆ
き
(
大
洲
病
院
看
護
部
看
護
主
任
)

V
大
洲
病
院
看
護
部
看
護
主
任

O
山

中
志
麻
(
大
洲
病
院
看
護
部
看
護
主

任
心
得
)

V
大
洲
病
院
看
護
部
看
護

主
任

O
篠
崎
明
美
(
大
洲
病
院
看
護

部
看
護
主
任
心
得
)

V
大
洲
病
院
看

護
部
看
護
主
任

O
武
田
恵
子
(
大
洲

病
院
看
護
部
技
師
)

V
大
洲
病
院
看

O
は
昇
任
〈
階
級
昇
任
を
含
む
)
。

(

)

は

旧

任

V
総
務
課
長

O
幸
野
晴
夫
(
階
級
昇

任
)

V
消
防
課
長

O
二
宮
利
夫
(
階

級
昇
任
)

V
消
防
課
長
補
佐
兼
消
防

第
1
係
長

O
増
田
勇
雄
(
階
級
昇
任
)

V
総
務
課
長
補
佐
兼
人
事
係
長

O
芝

田
隆
(
階
級
昇
任
)

V
川
上
支
署
長

O
大
野
博
史
(
階
級
昇
任
)

V
小
田

分
駐
所
事
務
専
門
員

O
山
口
俊
道
(
小

田
分
駐
所
救
急
係
長
)

V
総
務
課
事

務
専
門
員

O
梶
野
徹
(
総
務
課
庶
務

係
長
兼
企
画
調
整
係
長
)

V
内
子
支

署
事
務
専
門
員

O
三
好
利
明
(
内
子

支
署
救
急
第
2
係
長
)

V
消
防
課
事

務
専
門
員

O
森
松
忠
雄
(
消
防
課
消

防
第
3
係
長
)

V
長
浜
支
署
事
務
専

門
員

O
徳
永
栄
治
(
長
浜
支
署
消
防

第
2
係
長
兼
救
助
第
2
係
長
)

V
内

子
支
署
事
務
専
門
員

O
二
宮
敏
浩
(
内

子
支
署
救
急
第
1
係
長
)

V
消
防
課

防
災
第
3
係
長
長
岡
庄
造
(
階
級

昇
任
)

V
川
上
支
署
救
急
第
2
係
長

兼
救
助
第

2
係
長
永
沼
芳
郎
(
階

護
部
看
護
主
任

O
佐
々
木
愛
美
(
大

洲
病
院
看
護
部
技
師
)

幼
稚
園
お
よ
び
小

・
中
学
校

【課
長
補
佐
級
】

V
大
洲
幼
稚
園
主
任
専
門
員
兼
主
任

教
諭

O
福
住
一
栄
(
大
洲
幼
稚
園
専

門
員
兼
主
任
教
諭
)

【
一
般
】

V
肱
川
支
所
・
正
山
幼
稚
園
主
任
教

諭
重
岡
美
須
寿
(
肱
川
支
所
・
大

谷
幼
稚
園
主
任
教
諭
)
V
肱
川
支
所
・

中
野
幼
稚
園
主
任
教
諭
堀
川
千
賀

子
(
肱
川
支
所
・
正
山
幼
稚
園
主
任

教
諭
)

V
喜
多
幼
稚
園
(
上
級
教
諭
)

O
鳴
滝
裕
美
(
喜
多
幼
稚
園
)

V
肱

川
支
所
・
大
谷
幼
稚
園
浅
井
員
由

美
(
肱
川
支
所
・
中
野
幼
稚
園
)

V

肱
川
支
所
・
正
山
幼

稚

園

久

保

田

仁
美
(
肱
川
支
所
・
中
野
幼
稚
園
)

級
昇
任
)

V
消
防
課
救
急
第
2
係
長

泉
清
一
(
階
級
昇
任
)

V
消
防
課
救

助
第
2
係
長
菊
岡
幸
造
(
階
級
昇

任
)

V
消
防
課
指
導
第
2
係

長

和

V
肱
東
中
学
校
大
野
毒
(
大
洲
北

中
学
校
)

V
大
洲
北
中
学
校
西
岡

文
子
(
肱
東
中
学
校
)

新
規
採
用

V
大
洲
病
院
泌
尿
器
科
医
長
宮
内

勇
貴
V
税
務
課
(
主
事
)
河
野
誠
V

保
険
環
境
課
(
主
事
補
)
米
津
忠
彦

V
農
林
水
産
課
(
主
事
)
富
永
太
一

V
大
洲
病
院
(
看
護
師
)
中
野
久
美

V
大
洲
病
院
(
看
護
師
)
太
田
智
子

V
大
洲
病
院
(
看
護
師
)
河
野
智
恵

V
大
洲
病
院
(
看
護
師
)
一
宮
タ
希

子
V
大
洲
病
院
(
看
護
師
)
河
内
直

芸〈

退
職

V
大
洲
病
院
外
科
医
長
秋
田
聡
V

大
洲
病
院
産
婦
人
科
部
長
城
戸
美

穂

V
大
洲
病
院
泌
尿
器
科
部
長
清

気
和
清
(
階
級
昇
任
)

V
内
子
支
署

救
急
第
3
係
長

O
大
本
浩
司
(
内
子

支
署
総
括
主
査
)

V
消
防
課
通
信
第

6
係
長

O
後
藤
茂
(
消
防
課
総
括
主

査
)

V
消
防
課
救
助
第
3
係
長

O
末

広
英
三
(
消
防
課
総
括
主
査
)
V

長
浜
支
署
二
宮
賢
三
(
内
子
支
署
)

V
内
子
支
署
井
脇
龍
也
(
長
浜
支

署
)

V
消
防
課
高
木
富
重
(
消
防

本
部
総
務
課
付
)

V
消
防
課
総
括
主

査

O
高
岡
裕
二
(
消
防
本
部
総
務
課

付
主
査
)

V
小
田
分
駐
所
総
括
主
査

O
奥
元
隆
昭
(
小
田
分
駐
所
主
査
)

V
小
田
分
駐
所
総
括
主
査

O
本
田
浩

二

(
小
田
分
駐
所
主
査
)

V
消
防
本

部
総
務
課
付
河
野
秀
俊
(
内
子
支

署
)

V
愛
媛
県
派
遣
上
級
主
事

O
富

永
真
史
(
愛
媛
県
派
遣
主
事
)

V
小

水
公
治

V
大
洲
病
院
泌
尿
器
科
医
長

篠
森
健
介
V
総
務
部
長
富
永
俊
平

V
市
民
福
祉
部
長
西
野
茂
一
郎
V

税
務
課
長
松
田
宗
彦
V
建
設
第

2

課
長
補
佐
兼
維
持
第

1
係
長
有
友
貞

夫

V
肱
南
保
育
所
田
丸
多
恵

V
長

浜
支
所
付
課
長
上
満
治
雄
V
長
浜

支
所
付
課
長
下
田
健
三

V
長
浜
支

所
・
長
浜
保
健
セ
ン
タ
ー
兼
保
健
指

導
主
任
兼
健
康
づ
く
り
係
長
一
宮

和
子

V
長
浜
支
所
・
豊
茂
診
療
所
総

括
技
師
坂
田
嘉
代

V
さ
く
ら
苑
総

括
技
師
平
田
由
美
子
V
肱
川
支
所
・

教
育
課
長
植
木
光
雄
V
肱
川
支
所
・

市
民
福
祉
課
主
事
河
内
由
美
子

V

大
淵
病
院
副
看
護
部
長
佐
々
木
智

子
V
大
洲
病
院
総
括
技
師
小
西
シ

ナ
子

V
大
測
病
院
総
括
技
師
都
田

勝
子

田
分
駐
所
上
級
主
事

O
北
沖
武
士
山
(
小

田
分
駐
所
主
事
)

V
消
防
課
上
級
主

事

O
増
田
順
一
(
消
防
課
主
事
)

V

長
浜
支
署
上
級
主
事

O
小
川
将
人
(
長

浜
支
署
主
事
)

V
消
防
課

O
高
岡
秀

彰
(
階
級
昇
任
)

V
内
子
支
署

山

下
豪
士
(
消
防
本
部
総
務
課
付
)

V

消
防
課

O
西
岡
治
(
内
子
支
署
主
事
)

V
消
防
課
主
事

O
二
宮
啓
彰
(
階
級

昇
任
)

V
消
防
課
主
事

O
山
崎
陽
平

(
階
級
昇
任
)

V
消
防
諜
主
事

O
米
子

悟
史
(
消
防
課
主
事
補
)

V
内
子
支

署
谷
本
幸
生
(
消
防
課
)

【新
規
採
用
職
員
】

V
消
防
本
部
総
務
課
付
青
木
瞬
V

消
防
本
部
総
務
課
付
谷
口
和
久
V

消
防
本
部
総
務
課
付
福
岡
徹

V
消

防
本
部
総
務
課
付
道
岡
将
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広報おおず 2∞55月号

育てよう一人ひとりの人権意識

育

て

よ

う

人

ひ

と

り

の

人

権

意

識

e
B

思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に

3

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ

う
常
に
注
意
を
払
い
、
も
し
、
人
権

が
侵
害
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
相

談
を
受
け
る
と
と
も
に
、
被
害
者
救

済
の
た
め
速
や
か
に
適
正
な
処
置
を

採
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
街
頭
で

の
啓
発
、
講
演
会
や
座
談
会
な
ど
を

通
じ
て
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動

に
も
努
め
て
お
り
、
わ
た
し
た
ち
の

街
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

離
婚
相
談
な
ど
家
庭
内
の
問
題
、

借
地
借
家
の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め

ご
と
な
ど
、
人
権
問
題
で
困
っ
て
い

る
人
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員

か
松
山
地
方
法
務
局
大
洲
支
局
ま
で

ご
相
談
下
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

難
し
い
手
続
き
は
何
も
い
り
ま
せ
ん。

市民救急員養成講座のご案内

ーーーーー_..

相
談
の
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

大
洲
市
で
は
、
次
の
皆
さ
ん
が
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す。大
洲
市
の
人
権
擁
護
委
員

(
大
洲
地
区
)

上
田
弘
(
若
宮
)
包
⑫
6
3
7
0

上
野
マ
リ
ヱ
(
大
洲
)
宮
⑫

2
1
2
3

佐
川
文
彦
(
新
谷
)
宮
@
3
1
6
7

辻

幸

寄

(
菅田
町
菅田
)
宮
⑮

5
0
8
1

藤
木
恵
利
子
(
柚
木
)
宮
⑫

3
5
0
5

松
岡
強
(
八
多
喜
町
)
包
⑮
0
1
3
6

(
長
浜
地
区
)

清
水
禎
子
(
白
滝
)
包
@
0
6
3
1

下
由
美
澄
(長誤
町
下
譲
)
宮

@
1
6
1
6

新
山
博
邦
(
長
浜
)
包
@
0
4
4
0

(
肱
川
地
区
)

台
本
曙
美
(
肱
川
町
宇和
川
)
宮

@
2
6
5
0

中

塚

忠

(

肱

川
町
大
谷
)
宮

@
2
7
4
7

(
河
辺
地
区
)

玉
井
隆
(
河
辺
町
横
山
)
宮

@
2
5
5
6

船
田
千
代
子
(
河
辺
町
植
松
)
宮

@
2
4
5
1

問
い
合
わ
せ
先

松
山
地
方
法
務
局

大
洲
支
局

E
@
4
1
5
5

824 -0119 

時間

場所

講習内容

'
A
権
・
筒
和
教
富
シ
リ
E
ズ

No.4 

「
全
て
の
人
ガ
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
①
」

本
県
で
は
、
平
成
7
年
の
国
連

決
議
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連

日
年
」
に
基
づ
く
愛
媛
県
の
行
動

計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
「
愛

媛
県
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
条

例
」
を
施
行
し
、
総
合
的
な
人
権

施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
ま

し
た
。そ

し
て
、
今
後
も
引
き
続
き
、

差
別
や
偏
見
の
な
い
平
等
と
参
加

の
地
域
社
会
づ
く
り
を
強
力
に
推

進
す
る
た
め
、
「
愛
媛
県
人
権
施

策
推
進
基
本
方
針
」
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。
(
平
成
同
年
ロ
月
)

こ
の
基
本
方
針
で
は
、
「
人
権

と
い
う
普
遍
的
な
文
化
」
の
創
造

を
基
本
理
念
と
し
て
、
人
権
施
策

の
推
進
方
針
や
、
重
要
課
題
へ
の

取
り
組
み
、
そ
し
て
、
国
、
県
、

市
町
村
の
相
互
の
連
携
や
、
行
政

と
N
P
O
、
各
種
団
体
と
の
協

働
、
さ
ら
に
は
、
県
民
に
期
待
さ

れ
る
役
割
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
方
針
に

基
づ
き
、
互
い
に
人
間
の
尊
厳
や

権
利
を
尊
び
、
安
心
し
て
生
き
生

き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
社
会

の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り

ま
す
。

そ
れ
で
は
、
基
本
方
針
の
目
指

す
も
の
と
は
何
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く

り
の
推
進
で
あ
り
、
主
体
的
、
自

立
的
に
活
動
し
、
互
い
に
支
え
あ

う
「
愛
と
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
あ
り
、

3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
に
、

人
権
施
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
で

す
。
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
は、

1
自
己
実
現
を
尊
重
す
る

一
人
ひ
と
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
方
の
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
個
性
や
能
力
が
十
分
に

発
揮
で
き
る
機
会
の
保
障
が
重
要

で
す
。
お
互
い
の
自
己
実
現
を
尊

重
す
る
た
め
に
は
、

他
人
の
身
に

な
っ
て
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
人
が

自
分
ら
し
い
生
き
方
の
で
き
る
社

会
を
目
指
し
ま
す
。

2
共
同
参
画
を
保
障
す
る

性
別
や
年
齢
、

障
害
の
有
無
な

ど
に
よ
っ
て
制
約
を
受
け
る
こ
と

な
く
、
誰
も
が
地
域
社
会
の
構
成

員
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活

動
へ
の
参
画
が
保
障
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
す
べ
て
の
人

が
平
等
に
参
画
で
き
る
社
会
を
目

指
し
ま
す
。

3
共
生
社
会
を
目
指
す

す
べ
て
の
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

多
様
な
文
化
や
価
値
観
を
尊
重

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
生
き
方

の
違
い
を
認
め
合
い
、
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目

指
し
ま
す
。

大
洲
市
に
お
い
て
も
、
あ
ら
ゆ

る
場
を
通
じ
た
人
権
教
育

・
啓
発

の
推
進
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

す。

16一一一

「心臓が止ま った

人への電気ショッ

クJ~みなさんもテ

レビドラマなどでご

覧になったこ とがあ

りませんか?この方

法は医療関係者にし

か認められていませ

んでしたが、昨年 7
月の法令改正により一般の人も行えるようにな

りました。

大洲消防署では安全に電気ショックを行う器

材(自動体外式除細動器、通称:AED)を使っ

た救命講習「市民救急員養成講座Jを月 l回

開催しています。みなさんも新しい応急手当を

身に付けてみませんか?今まで受講した人の参

加もお待ちしています。

実施日 毎月 1回第3日曜日

(4月から 9月まで)

午前9時から正午まで(3時間)

大洲消防署

-気道確保の方法(意識が無い場合)

.人工呼吸法

・心臓マッサージの方法

.AED使用方法

・止血方法(大出血時)

受講料 無料

その他 受講した人に修了証を交付します。

申し込み・問い合わせ先

大洲消防署救急係
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個人情報保護法

4
月

1
日
か
ら

近
年
、
経
済
・
社
会
の
情
報
化
の

進
展
に
伴
い
、
官
民
を
通
じ
て
、
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利

用
し
て
、
大
量
の
個
人
情
報
が
処
理

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
個
人
情
報
は
、

そ
の
性
質
上
い
っ
た
ん
誤
っ
た
取
扱

い
を
さ
れ
る
と
、
個
人
に
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
だ
れ
も
が

安
心
し
て
高
度
情
報
通
信
社
会
の
便

益
を
享
受
す
る
た
め
の
制
度
的
基
盤

と
し
て
、
平
成
同
年

5
月
に
成
立
、

公
布
さ
れ
た
個
人
情
報
保
護
法
が
平

成
口
年
4
月
1
日
か
ら
全
面
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

Q

事
業
者
は
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
巴
な
る
の
で
す
か
?

A

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
個
人

情
報
の
利
用
目
的
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
範
囲
内
で
個
人
情
報
を
取
り
扱

わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
本
人

の
同
意
を
得
ず
に
個
人
デ

l
タ
を
第

三
者
に
提
供
す
る
こ
と
は
原
則
禁
止

さ
れ
ま
す。

こ
れ
に
よ
り
、
予
測
の

で
き
な
い
個
人
情
報
の
利
用
や
、
身

に
覚
え
の
な
い
事
業
者
等
へ
の
個
人

情
報
の
提
供
が
防
止
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
個
人
デ

l
タ
の
安
全
管
理
措

置
、
従
業
者
や
委
託
先
へ
の
監
督
な

ど
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
関

す
る
ル
1
ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
事
業
者
が
義
務
規
定
に
違

反
し
て
、
不
適
切
に
個
人
情
報
を
取

扱
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
事
業
を
所

管
す
る
主
務
大
臣
が
、
必
要
に
応
じ

て
、
事
業
者
に
対
し
勧
告
、
命
令
等

の
措
置
を
と
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
事
業
者
が
命
令
に
従
わ
な
い
場

合
に
は
、
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

Q

消
費
者
は
こ
の
法
律
巴
よ
り
伺

が
で
き
る
よ
う
巴
な
る
の
で
す
か
?

A

個
人
情
報
の
本
人
は
、
個
人
情

報
取
扱
事
業
者
に
対
し
て
、
自
分
に

関
す
る
情
報
の
開
示
や
訂
正
等
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
事
業
者

が
法
律
の
義
務
に
違
反
し
て
個
人
情

報
を
取
り
扱
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ

の
利
用
停
止
等
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
個
人
情
報
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
や
疑
問
は
、
事
業
者
や
、
認
定
を

受
け
た
個
人
情
報
保
護
団
体
に
よ
る

苦
情
対
応
の
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体、

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
苦
情
相
談
窓

口
な
ど
で
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
事
業
者
に
は
、
法
律
の
規

定
を
遵
守
す
る
ほ
か
、
個
人
情
報
の

保
護
に
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
が
、
ご
自
分
の
大
切

な
個
人
情
報
を
守
る
た
め
に
は
、
自

分
の
情
報
を
む
や
み
に
提
供
し
な
い

よ
う
に
す
る
な
ど
、

「自
分
の
情
報

は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持

つ
こ
と
も
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
内
閣
府
国
民
生
活
局

ホ
l
ム
ペ
l
ジ

〈Z
G一
ミ
当
者
当
日

。ω0
・ぬ
0
・』
り
~
∞
色
}門町凶門印
己
¥}内
O
]E

E
ロ
門同
O
M

Z
B
-〉
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
淵
神
倍
漏
保
存
舎
に
よ
る
シ
リ
ー
ズ

大
淵
発
祥
の
神
伝
涜
滋
法
⑧

前
固
ま
で
は
『
言
い
伝
え
』
を
述
べ
代
目
)
は
実
子
で
は
な
く
甥
な
の
で
す

て
き
ま
し
た
が
、
大
洲
神
伝
流
三
代
田
が
、
武
術
は
柔
術
・
弓
術

・
兵
法
め
挽

以
降
の
裳
島
家
に
つ
い
て
は
、
『
纂
島
状
印
可
を
受
け
『
水
れ
ん
お
よ
ぎ
川
立

な
さ
れ

正
直
家
之
系
図
』
(
各
代
当
主
の
事
跡
(
水
練
上
手
)
之
御
錬
達
レ被
成
候
由
』

も
記
載
)
〔市
立
図
書
館
の
桜
井
文
庫
と
記
さ
れ
1
7
1
0
年
、
初
代
よ
り
半

に
ペ
ン
書
き
写
本
蔵
〕
に
基
づ
い
て
述
年
早
く
没
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
三
代

べ
ま
す
。

目
の
太
兵
衛
を
相
続
し
た
人
は

纂
島
家
は
、
熊
本
で
加
藤
清
正
に
鷹

1
7
2
7
年
ぬ
歳
の
若
さ
で
死
去
、
神

匠
と
し
て
仕
え
て
い
た
が
、
清
正
の
後
伝
流
の
系
譜
に
こ
の
人
の
名
は
記
載
無

嗣
が
幕
府
に
取
り
潰
さ
れ
た
篤
縁
を
し
で
す
が
、

二
代
目
を
養
子
に
迎
え
た

頼
っ
て
1
6
3
2
年
に
来
洲
し
ま
し
た
。

後
に
実
子
次
正
が
生
ま
れ
、
病
弱
で
は

し
た
が

っ
て、

1
6
2
0
年
に
大
洲
あ
っ
た
が
1
7
5
4
年
ま
で
生
存
し
初

を
去
っ
た
加
藤
主
馬
と
の
つ
な
が
り
は
代
の
武
技
を
伝
え
た
模
様
で
す
。

あ
り
ま
せ
ん
い
ひ
ょ
う
え

四
代
目
太
兵
衛
は
、

三
代
目
の
弟
が

初
代
箕
島
太
兵
衛
正
直
は
泰
興
(
月
継
ぎ
、
神
伝
流
第
五
代
に
記
さ
れ
て
い

窓
公
)
に
兄
重
右
衛
門
正
吉
と
共
に
召
ま
す
。
こ
の
人
は
鷹
匠
の
ほ
か
緒
武
芸

出
さ
れ
、
本
業
の
鷹
匠
の
修
錬
の
ほ
か
に
精
勤
し
、
初
代
修
得
武
芸
の
ほ
か
、や

り

に
、
柔
術

・
抱
術
な
ど
十
種
に
及
ぶ
免

山
の
井
流
居
合
・
弓
術
・
半
弓
・
直
鑓

す
レ

れ

状
印
可
を
取
摘
し
、
そ
の
上
に
『
水
連
等
々
十
八
般
の
免
状
印
可
を
取
得
し
日

ん
お
よ
ぎ
は
勝
れ
て
御
錬
達
高
川
原
ニ
歳
の
時
に
殿
様
か
ら

「鷹
方
(
役
)
を

而
て下
帯
へ
竹
を
御
さ
し
水
底
を
御
歩
止
め
て
家
中
(
潜
士
)
末
々
の
者
ま
で

ミ
行
き
向
の
川
端
ニ
て
而
頭
の
出
ル
か
へ
の
武
芸
の
世
話
せ
よ
と
御
下
命
。
『水

な
さ
れ

出
ぬ
か
の
所
ニ
而
て右

之
竹
御
ぬ
き
ふ
練
お
よ
ぎ
細
上
ノ
御
鍛
錬
被
成
レ候』

り
人
へ
御
知
ら
せ
又
一戸
吃
ゼ
と
く
跡
へ
と
記
載
。」
そ
れ
な
の
に
何
故
か
水
練

澗
捗
民
揃
え帰
り
被
レ
成
候
由
毎
度
の
免
状
印
可
の
記
述
は
無
い
。

承
伝
候
』
(
子
孫
が
書
い
た
の
で
敬
武
芸
門
人
六
百
有
余
人
を
指
南
し
た

た
ひょうえ

語
が
多
い
)
〔
複
写
参
照
〕
太
兵
衛
は
四
代
目
太
兵
衛
は
1
7
6
0
年
没
回
歳
。

医
術
を
慰
み
、
禅
学
は
如
法
寺
開
山
磐

掛

苧

断

4)

珪
禅
師
に
随
心
、
殿
様
月
窓
公
か
ら
特

に
目
を
か
け
ら
れ
幻
歳
の

ひ長
う持
で

1
7
1
0
年
没
。
ち
な
み
に
、
兵
衛
は

合
九

aHeν

、
I

り

「
兵
士
の
司
」、
太
は
「
頭
」
を
意
味
し

ま
す
。

二
代
目
は
太
兵
衛
(
大
削
神
伝
流
四

(
文
責
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あしらせ

@箆縫援制
大洲市中央公民館

.ø~Qee 。
教室名 講師名 対象 用意するもの 開催時期など

絵画
城ノ戸和夫

2年生以上
画板 (1) 7月以降の第 2・4

永尾友子 4B鉛筆 土曜日に開催します。

英会話 高瀬吉孝 4年生以上 筆記用具
(2)時間は午前 9時~
午前 11時(冬期は

卓球 大洲市卓球協会会員 4年生以上
ラケット 午前 9時 30分~午

運動靴(室内用) 前 11時 30分)

【大人向け】

| 教室名

I (講師名)

英会話

(紺田満徳)

料理

(植木照子)

エアロビクス

(中野泰子)

l'Iドミントン

実施日時

第 1・3火曜日

午後 7時~

第 1・3木曜日

午後 7時~

第 l金曜日

午前 10時~

毎木曜日

午後 7時~

お問い合わせ先

内 容

fi 24 -3161 (中央公民館)

初心者向け、外国人教師も遊びに来ます。

公 24-3161 (中央公民館)

材料費は l回 800円です。

合 24-3161 (中央公民館)

運動靴を用意してください。

fi 24 -3161 (中央公民館)

ラケット、シューズは各自で用意してください。
場所は大洲市体育センター(平野運動公圏内)

※いつからでも参加できますが、人数によりお断りする場合もありますので
ご了承ください。また、講師の都合などにより開催日を変更することがあります。

【申し込み・問い合わせ先】 中央公民館 fi24-3161 

選挙一回メモ
第 1回・・・・ 『寄附の禁止』

選挙についての知識をシリーズで市民の皆さんに

お知らせいたします。

第 l回目は、『寄附の禁止』についてです。

金のかからない政治ときれいな選挙を目指して、

政治家の寄附は禁止されています。「寄附」とは、

金銭、物品その他の財産上の利益の供与または交

付(供与または交付の約束)で党費、会費その他の

債務の履行としてなされるもの以外のものをいいま

す。

たとえば、次のようなものは、これにあたります0

.親睦旅行への差し入れ

-開庖祝いの花輪や

お祝い

・各種会合へのご祝

儀

-祭りの寄附

・葬式の花輪や香典

.お歳暮やお中元

・入学、卒業、就職、

政治家の差し入れは禁止

結婚、 出産などのお祝い

※「政治家Jとは、公職の候補者、公職の候補者に

なろうとする者および現に公職にある者をいいます。

eam霊塞歪'¥t> 0) a~D t> tt 
行楽期の地域安全運動

(5月 1日から 5月 10日)

この時期は、外出の機会が多くなり乗物盗などの街頭

犯罪・空き巣狙い・少年の非行などが心配されます。

警察では、県下一斉に「行楽期の地域安全運動」を展

開して各種事故・ 事件の防止、少年非行の防止に取り組

みます。

女 ドロボウに注意!
これまでのピッキングに加え、カム送り開錠、サムタ

ーン回しという鍵を開ける手口があります。また、ガラ

スを破って鍵を開ける荒っぽい手口もあります。

0出かけるときは、短時

間でも必ず鍵をかけま

しょう。

0防犯性の高い錠前を使

いましょう。

Oワンドアツーロ ックで

我が家を守りましょう。

女棄物盗|こ注意! ! 

〈〉聖護室

0自動車から離れるときは、必ずエンジンキーを抜いて

ドアロックしましょう。

0オートバイや自転車は路上にとめずに駐輪場を利用し ザ

二重ロックをしましょ う。
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消防長官表彰
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凶
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二
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J
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中
咽
ム
。

分
団
員
の
普
通
救
命
講
習
会
受
講
)

な
ど
を
計
画
的
に
行
い
、
昨
年
日
月

に
は
、

M
人
の
女
性
消
防
団
を
任
用

し
、
「
女
性
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
消

防
団
活
動
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
研
修
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
地
域
に
密
着
し

た
消
防
団
活
動
と
し
て
認
め
ら
れ
、

表
彰
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
に
な

っ
た

も
の
で
す
。

弁護士在所日時

平成 1r青年度愛媛県交通事故相談所

相談所の

開設日時

原則、毎月

13:00 ~ 15:00 

第 1・第3

金曜日

愛媛県交通事故相談所本

(場所)愛媛県庁第2別館 l階

(電話)089-941-2111 (内線 5310)

(住所)松山市一番町四丁目 4番地2

(担当課)消防防災安全課

交通安全計画係(内線則)1県の休日を除く

毎日

(受付時間)

(相談員への事前

相談が必要です。)(電話)089-912-2321又は 941-2111

愛媛県交通事故相談所 西条支所

(場所)西条地方局 4階 原則、毎月

10:00 ~ 12・00

(相談員への事前

相談が必要です。)県民生活課交通消防係

(電話)0897-56-1300 (内線 218・219)

愛媛県交通事故相談所 宇和島支所

(場所)宇和島地方局 4階 原則、毎月

第2金曜日

13:00 ~ 15:00 

第 3月曜日

9:00 ~ 15:00 

(相談時間)

9:00 ~ 16・00

(電話)0895-22-5211 (内線 297)

(住所)宇和島市天神町 7-1

(担当課)宇和島地方局

県民生活課交通消防係

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
観
光
協
会
宮
⑮
2
6
6
4

ま
た
は
、
各
う
か
い
登
録
屈
ま
で

(電話)0897-56-1300 (内線 251)

(住所)西条市喜多川 796-1

(担当課)西条地方局

(相談員への事前

相談が必要です。)

(電話)0895-22-5211 (内線 215)

(注 1) I県の休日Jとは、日曜日および土曜日、国民の祝日に関す

る法律に規定する休日、 1月 l白から 3日まで及び 12月 29日

から 31日までの日をいいます。

(注 2)相談員への相談も、できる限り電話で予約をお願いします。

(注 3) 弁護士在所時に相談を希望される場合は、必ず、相談員への

事前相談が必要です。
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~しとやかにl・のびのびと~
3月13目、長浜体育館において、長浜町文化協会主催、第

24固チャリティー芸能発表会が、 25チームの団体およびゲ
ル ブにより、盛大に開かれましだ。

長浜小学校(コ ラス)と櫛生小学校(豊年踊り)ち特別
出演し、それぞれの得意分野における先輩だちの素晴らしい
演技に、場内からは惜しみない拍手が送られていましだ。

なお、この発表会における収益金は、大洲市社会福祉協議
会長浜支部へ寄付されました。

t 

-4月1日防災行政無線運用開始~

平成 5年4月 1日に開局された電話回線を利用した放送設
備オフトーク通信に代わり、 4月1日から防災行政無線が運

用開始となりましだ。
災害時の緊急通報、午前6時半と午後6時半に市役所河辺

支所か5皆さんにお知らせなどの情報をお伝えします。

ZE奇

-1震の認がいっぱい~
3月20日、大洲市五郎 ・畑の前橋で大洲農業高等学校主催

の第 5回菜の花フエスタが開催されました。このイベントは、
今年で第 5回目を迎え、春の訪れを知らせるイベントの っ
として市内だけではなく市外からち大勢の来場者が訪れまし
た。午前中は、あいにくの雨に見舞われ肌寒さを隠しきれま
せんでしたが、午後からは天気ち回復し、来場した皆さんは
春らしい日差しを浴びていました。屋外ステージでは、祇園
太鼓や大洲南中学校吹奏楽部の演奏やマジツクショーなどの
アトラクションで皆さんを楽しませていました。

らんまん市~
3月27日(日)、鹿野川しゃくなげまつり開幕式と開幕イベン

ト「春5んまん市」が、それぞれ鹿野川園地と道の駅「清流
の里ひじかわ」で開催されましだ。閉幕式では安全を祈願し

神事が行われました。「春らんまん市Jでは、愛媛県警音楽隊

演奏や内子高等学校太鼓演奏、子供~通安全教室などが行わ
れ、来場者は熱心に耳を傾けていました。また、山菜雑炊無

料サ ピスや餅っき、ドンパン、射的、こんにゃく販売など

さまざまな催し物で終日にぎわいました。
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連載シリーズ
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“エンパワーメントカレッジ受講生を募集します!!"
愛媛県女性総合センターで 6月に開講されるエンパワーメントカレッジ

前期講座「パワーア ップ講座JI両立支援講座~家庭と社会生活の両立の
ために~J の受講生を募集します。
1 .実施場所愛媛県女性総合センター

松山市山越町450番地(本町六丁目電停下車徒歩3分)
県内在住の18歳以上の方、各講座30名程度
無料
小さなお子様を持つ方にも気軽に学習に参加していただけ
るよう、無料の託児制度があります。詳細については、お
問合せください。
財団法人えひめ女性財団(愛媛県女性総合センター)
干791-8014 松山市山越町450番地
T E L089-926-1633 FAX089-926-1661 
専用の申し込みはがき、電話、 FAXでの申し込みを受け
付けます。
申し込み多数の場合は抽選となります。
平成17年 5月27日幽
締切後、はがきでお知らせします。
えひめ女性財団又は大洲市企画調整課(内線523)
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私
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に
い
る
子
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た
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、
私
た
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の
国

と
未
来
を
支
え
る
大
切
な
力

で
す
。
子
ど
も
を
持
ち
た
い

人
が
安
心
し
て
出
産
や
子
育
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が
で
き
る
よ
う
、
国
や
地

方
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共
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地
域
社
会
を
含
め
た
社

会
全
体
で
子
育
て
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援
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

平成17年度エンパワーメントカレッジ(愛媛県女性総合センター開講予定分)

目.パワーアップ講座
実施時期平成1 7年 6 月 ~8 月 (10 : 00 ~ 12 : 00) 全15回

個人が豊かに生きる社会に必要な男女共同参画の理念を学び、専門的
かつ実践的に男女共同参画社会の実現を図ります。

品I(内容).努担雪景fZZ雲して など

.両立支援講座~家庭と社会生活の両立のために~
実施時期平成17年 6 月 ~8 月 (10 : 00 ~ 12 : 00) 

様々な社会活動への積極的参加を促進するにあたり、
立支援策等を男女共同参画の視点から学習します。
(内容)・私にとっての「両立jとは?

-つくっていこう妻と夫のイイ関係

全10回
家庭生活との両

など
u 

852-1111 問い合わせ先
肱川地区
日時 5月6日働午後1時30分~午後4時
場所 肱川公民館3階会議室
問い合わせ先 肱川支所 834-2311
河辺地区

日時 5月10日制午前9時~正午
場所河辺老人福祉センター
問い合わせ先 河辺支所 839-2111 

長浜社会福祉協議会

(相談ごと案内 )
場所 大洲隣保館・大洲福祉会館
問い合わせ先 824-6100 (大洲隣保館)

825-0947 (大洲福祉会館)

一一 一 一一唱団E閑箇監 由 一 一 一 一 一

E------_..日吉野局~'iIE瞭ー
日時 5月21日同 午前10時~午後4時
場所 市民会館 ※予約が必要です。
問い合わせ先 本庁総務課行政係

824-2111 (内線328)

大洲地区

日時 5月19日休) 午前10時~正午
場所 市役所3階会議室
問い合わせ先 急ぐときは法務局大洲支局2"124-4155
肱川地区

日時 5月2日伺) 午前10時~正午
場所 肱川公民館3階会議室
問い合わせ先 肱川支所 834-2311

ーーーーーーーーーーーーで司直劃議室liE膨ーーーーーーーーーーー
月~金午前8時30分~午後5時
祝日・年末年始を除く

場所市役所社会福祉課
問い合わせ先 824-2111 (内線167)

日時

ーーーーーーーーーーー"5a~1品目IE験ーーーーーーーーーーーー

ーーーーーーーーーーー重霞盈言語旨週~ーーーーーーーーー

月~金午前8時30分~午後5時15分
祝日-年末年始を除く

場所青少年センター
問い合わせ先 824-7830 

日時

E・E・-ー可煙量E当軍縮ía:lJ毘1;1顎.iI'Ê~.=-・E・-

月~木午前B時30分~午後5時15分
祝日・年末年始を除く

場所 国立大洲青年の家
問い合わせ先 824-1414 

日時

大洲会場

日時 5月6日掛・13日樹・25日制
午前10時~午後3時30分

場所大洲商工会議所
長浜会場

日時 5月9日伺) 午前10時~午後3時30分
5月20日樹 午後1時~午後3時30分

場所長浜町商工会
問い合わせ先 松山西社会保険事務所包089-925-5105
ーーーーーーーーーEØ~l"oI岨唖ìE験ーーーーーーーーーー
大洲地区

日 時 ー般相談毎週月・水曜日
法律相談 毎週火・木曜日
介護相談毎週金曜日

午前10時~正午、午後1時~午後4時
※祝日・年末年始を除く

場所 総合福祉センター(相談室直通) 823・5629
問い合わせ先 総合福祉センタ 1階社会福祉協

議会窓口 823-0313 

-E・E ・_... ~IUi1H宰寵審請陶田事場措置IIE膨-・E・-

毎週月・水・金曜日(休日除く)
午前9時~午後4時

場所法務局大洲支局人権相談室
問い合わせ先 法務局大洲支局窓24-4155

日時

E・E・・E・-扇I~沼ìEF!誌I~強宣伝1'"，'1.・E・・E・-

E 匿事室.，重量li;野

日時 5月15日(日) 午前9時~午後4時
場所宅建協会大洲支部
問い合わせ先 備)上田喜六不動産

時間

大洲地区

日時 5月20日樹午前9時~正午
場所 市役所3階会議室
問い合わせ先 824-5072 (山本)824-4294 (辻)
肱川地区
日時 5月6日樹午後1時30分~午後4時
場所 肱川公民館3階会議室
問い合わせ先 肱川支所 834同 2311
河辺地区
日時 5月10目的午前10時~正午
場所河辺老人福祉センター
問い合わせ先 河辺支所 839-2111

824-4452 
長浜地区
日時 5月27日樹午前9時~午後3時
場所 長浜体育館和室

ーーー・.....fl富 田町岡部 哲幅菌ii.il呂田島信舞IE属団圃圃圃圃

大洲地区

日時 月~金 午前B時30分~午後5時15分
祝日 ・年末年始を除く
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くらしの情報

852-3055 (長浜地区)

839-2111 (河辺地区)

長浜保健センター

河辺保健センター保健センター情報
大洲市保健センタ-823-0310 (大洲地区)

肱川保健センタ- 834-2340 (肱川地区)

5月の各種検診(健診)と予防接種
(乳幼児関係)

事業名 実施日 受付時間 場所 該当者 対象 持参品

4ヶ月児健康診査 5月10日切d 午後l時~午後l時30分 大洲市保健センター 平成16年 12月生まれ 大洲・長浜地区 母子健康手帳，アンケート白パスタオル

乳児健診 5月18日付4 午後1時 午 後1時30分 肱川保健センター 1才までの乳児 肱川・河辺地区 母子瞳鹿手帳 7ンケート パスタオル

l歳 6ヶ月児健康診査 5月24日ωd 午後l持午後1時30分 大洲市保健センタ 平成15年 10月生まれ 市内全域 母子健康手帳・アンケート

3歳児健康診査 5月25日ω4 午後l時~午後1時30分 大洲市保健センター 平成14年 4月生まれ 市内全域 母子健康手帳・アンケート

5月11目。1<) 午後1時~午後l時30分 大洲市保健センター 大洲(肱南久米平)

5月12日附 午後1時~午後1時30分 大洲市保健センター 平成16年 12月末までに 大洲(肱北・喜多)
経口生ポリオワクチン 5月19日附 午後l時~午後1時30分 大洲市保健センター

生まれた 7歳半までの
大洲(連絡所) 母子健康手帳・予診票

投与
5月17日伏) 午後1時~午後1時15分 長浜保健センター

乳幼児で 2回投与を受
長浜地区けていない子ども

5月16日伺) 午後1時~午後I時30分 肱川保健センター 肱川 ・河辺地区

(成人関係)
事業名 実施日 受付時間 場所 該当者 対象 料金

5月19日附
久米公民館 大洲(久米地区)

5月20日働

5月25日付4 午前 8時30分~午前11時 生活習慣病検診は
生活習慣病検診無料

5月26日関
30分

菅回連絡所 30歳以上の男性 大洲(菅田地区)生活習慣病健診 (ただし胃と大腸がん検診 結核検診:無料
結核検診・肺がん検診 5月27日幽 は 8時から受付します)

19歳以上の女性
肺がん検診 100円

肺 ・胃 ・大腸がん検診
大腸がん検診 5月30日開)

大洲市保健センター は40歳以上の人 大洲(肱北地区)
(略疲検査:500円)

胃がん検診 5月31日似d 結核検診は65歳以上の
大腸がん検診。 500円

5月25日付4 人
胃がん検診:900円

5月26日関 午前B時30分~午前11時30分 長浜保健センター 長浜地区

5月27日幽

5月12日附 午前8時30分~午前11時30分 長浜保健センター 長眠(長浜・沖浦・今坊地区)

5月13日組討
午則8時30分~午剛11時 白滝公民館 長浜(白滝・戒川・柴地区)
午後 1時~午後 3時 長浜保健センタ 長浜(長浜沖浦今坊地区)

乳がん検診 5月16日伺)
午前B時30分~午前11時30分

大和公民館 40歳以上の女性 長浜(大和地区) 乳がん検診(マンモグラ
(マンモグラフィ) 午後 l時~午後3時 フィ): 1.000円

5月17日似d 午前8時30分~午前11時30分 JA豊茂支所 長浜(豊茂地区)
午後 l時~午後3時

5月19日付守
午前8時30分~午前11時 出海公民館 長浜(出海地区)
午後 1時~午後3時 櫛生福祉センター 長浜(櫛生・須沢地区)

子宮がん検診
5月 9日(月) 午後 1時 午 後 1時30分 柳沢連絡所

20歳以上の女性
大洲(柳沢地区)

子宮がん検診 700円5月 2日明) 午後 l時~午後 l時30分 肱川保健センタ 肱川(岩谷・予子林地区)

着

図書揺騎報
s 24-4419 

s 52-1111 

s 34-2307 

寿民

図書館(大洲)

長浜図書館

広川図書館

※今回からは、主な検診(健診)を掲載しております。他の保健行事につきましては、各地区の機関誌をご覧下さい。
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平
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げ
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度
生
涯
学
習
講
座
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定
)

|
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員
募
集
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直
次
官
晴
探
議
講
評
し
ょひかえ

「
御
巡
見
様
御
通
駕
諸
相
」

講
師
芳
我
一
章
先
生

期
日

5
月
お
日
・

7
月
幻
日

9
月
羽
田
・

日
月
M
日

1
月
お
日
・

3
月
幻
日

郷
土
の
歴
史
講
座

「
新
谷
藩
一
万
石
史
」

講
師

八
島
龍
精
先
生

期
日

6
月
幻
日
・

2
月
ロ
日

文
学
講
座

「大
洲
の
川
柳
」

講
師
上
甲
満
男
先
生

期
日

8
月
比
日

「
未
定
」

講

師

佐

川

敬
先
生

期
日
刊
月
初
日

-R場所
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書
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)
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階

女

時

間

午

前

9
時
必
分
1
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前
日
時
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分
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料

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

図

書
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新
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っ
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野
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世
界
一
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た
い
霊
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変
な
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書
い
た
人
生
が
川
倍
楽
し

く

笑

え

る

話

斎

藤

一

人

著

子
ど
も
の
才
能
は
国
語
で
伸
び
る工

藤
順
一
著

親
と
教
師
の
顔
が
見
た
い
三
浦
朱
門
著

迷
え
る
中
高
年
の
転
職
と
独
立

戸
木
倫
正
著

女
医
の
花
道
!

お
お
た
わ
史
絵
著

松
本
忠
子
の
お
べ
ん
と
う
の
秘
訣

松
本
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著
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促
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画
デ
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著

日
銀
券
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下

幸

田

真

音

著

十
二
月
の
ひ
ま
わ
り
白
川

道
著
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ス
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江

上

剛

著
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津
川
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部
五
鶴
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誠
殺
人
事
件

西
村
京
太
郎
著

百
万
石
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訓
伝
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下

羽
太
雄
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著

オ
レ
た
ち
バ
ブ
ル
入
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組
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井
戸
塑
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私
は
、
産
み
た
い
野
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聖
子
著

天
国
の
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段
上
・
下
金
重
明
編
訳

私
を
ふ
っ
た
5
人
の
男S

-
シ
ャ
ピ
ロ
著

天
使
と
悪
魔
上
・
下

D
・
ブ
ラ
ウ
ン
著

ヘ
新
着
本
は
、

5
月
始
め
に
ま
と
め
て
J

r

新
着
コ
ー
ナ
ー
に
出
し
ま
す
。

」

長
浜
図
書
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ぽ
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く
ち
ゅ
あ
り
編
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版

決
定
版
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春

の

行

政

相

談

週

間

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を

広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
利
用
を

促
進
す
る
た
め
本
年
は

5
月
日
日

(
月
)
か
ら
幻
日
(
日
)
ま
で
の
一
週

間
を
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
、

全
国
的
に
各
種
行
事
を
行
い
ま
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、

大
洲
市
で
も
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
行
政
相
談
員
が
、
行
政
相
談
所

を
開
設
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
相
談
所
で
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
市
役
所
な
ど
の
仕
事
に
関
す

る
苦
情
や
要
望
を
受
け
付
け
、
中
立

的
な
立
場
か
ら
そ
の
解
決
に
当
た
り

ま
す
。な

お
、
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

大
洲
市
内
の
相
談
日
は
、
幻
ペ
ー

ジ
の
相
談
ご
と
案
内
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

相
談
内
容

道
路
、
交
通
安
全
、
登
記
、
郵
便
、

消
費
生
活
、
社
会
福
祉
、
公
害
、
行

政
サ
ー
ビ

ス
改
善
な
ど

公
共
下
水
道
の
整
備
を
推
進
し
ま
す

公
共
下
水
道
は
、
清
ら
か
な
肱
川

の
流
れ
を
守
り
、
快
適
で
潤
い
の
あ

る
生
活
環
境
を
築
く
た
め
の
施
設
で

す。
大
洲
市
で
は
、
平
成
元
年
1
月
に

公
共
下
水
道
の
都
市
計
画
事
業
認
可

決
定
を
行
い
、
平
成
幻
年
を
目
標
に

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

肱
南
処
理
区
に
つ
い
て
は
、
平
成

7
年
7
月
の
供
用
開
始
か
ら

9
年
が

経
過
し
、
水
洗
化
率
は
、
約
加
%
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
未
接
続
の
人

は
、
一
日
で
も
早
く
接
続
し
清
潔
で

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

な
お
、
工
事
の
際
は
、
市
が
指
定

し
た
工
事
庖
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

ま
た
、
肱
北
処
理
区
で
は
、
平
成

却
年
の

一
部
供
用
開
始
を
目
指
し
、

処
理
場
建
設
・
汚
水
管
渠
の
布
設
工

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

工
事
中
は
、
通
行
制
限
な
ど
付
近

の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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下
水
道
課
(
市
役
所
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)
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線
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)

自
動
車
税
を
納
め
ま
し
ょ
う

5
月
白
日
(
火
)
は
、
自
動
車
税
の

納
付
期
限
で
す
。

自
動
車
に
か
か
る
税
金
は
、
車
検

を
受
け
る
時
に
納
め
れ
ば
よ
い
税
金

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

納
税
の
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
八
幡
浜
地
方
局
税
務
課

8
0
8
9
4
・2
2
・4
1
1

第

7
団
地
蔵
堂
ほ
た
る
ま
つ
り

今
年
も
楽
し
い
催
し
ゃ
バ
ザ
ー
で

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
平

野
"
ほ
た
る
の
里
“
へ
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日

時

5
丹
羽
目
(
土
)

午
後
6
時

1
午
後
9
時

※
雨
天
時
、

5
月
却
日
(
日
)

地
蔵
堂
集
会
所
前

(
平
野
町
平
地
)

J

R
平
野
駅
か
ら
車
で

場

所

会
場
ま
で
、

5
分

問
い
合
わ
せ
先

地
蔵
堂
ほ
た
る
ま
つ
り
事
務
局

8
@
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2
8
4
(松
本
ま
で
)

宮

@
2
4
3
1

(平
野
公
民
館
)

第
お
回
柳
沢
ほ
た
る
ま
つ
り

県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
矢
落
川
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
を
見
に

来
ま
せ
ん
か
。

見

頃

5
月
末
頃

1
6
月
中
旬
頃

イ
ベ
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ト
開
催

6
月
4
日
(
土
)
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午

1
午
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時

6
月
5
日
(
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時
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本
格
的
な
春
の
到
来
で
す
が
、
時

…

…
期
遅
れ
の
雪
や
霜
が
多
い
で
す
ね
。

…

…
そ
れ
に
加
え
て
、
九
州
地
方
で
起
こ

…

…
る
地
震
。
今
年
も
大
雨
や
台
風
が
到

…

…
来
す
る
の
で
し
ょ
う
か
?

…

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
画
面
に
出
て

…

日
く
る
防
災
グ
ツ
ズ
を
見
る
た
び
、
っ

日

…
い
つ
い
心
配
す
る
今
日
こ
の
頃
で

…

…
す。

…
@
…
 

辻内科医
ft 52 -0174 
池田医
ft 24 -3100 
祖母井医
ft 24 -3756 

喜内24 -6407 
松元産婦人科医院(中
ft 24 -3067 
てらおか内科クリニック(若
宮 24-3306 
きどおか外科・胃腸科(長
包 52-3003 
小川整形外科(三の丸)
ft.23 -5596 

l 救急当審病院 l-8ヨEZ主主産主主ヨ・・

市立大洲病院(西大 洲 )
ft 24 -2151 

加戸病
ft 24 -5101 

大 洲 記 念 病 院 ( 徳
ft 25 -2022 

大洲中央病院(東大洲)
ft 24 -4551 

曜日によって救急当番病院は変わります。
昼間・夜間の急患など、ご相談は、その日の
当番病院まで。

月 ・火曜日

浜)

院(東大洲)

村)

(東大洲)

院(長

院(中

科

5月 1日(日)

5月3日(火)

5月4日嗣

5月5日嗣

今月の納税

瞳自動車税
(盆期) 宮)

森)

院(若
日

日

曜

曜

水

木

村)

宮)

浜)

5月8日(日)

5月15日目)

5月22日目)
納期限は5月31日です。

金~日曜日
5月29日(日)

税 月リ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

市 県 民 税(5期) 1期 2期 3期 4期 5期

固定 資 産税(5期) 1期 2期 3期 4期 5期

軽自動車税(全期) 全期

国民健康保険税(9期) 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

介護保険料(9期) 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

大洲市内の交通事故

3月末
昨年同期|現在

イ牛 数 83 75 

負傷者 115 97 

死 者 2 。
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(燕}ツバメ スズメ目ツバメ科

とよく、さえずります。オスはみごとな燕尾をしてい
るほどメスにもてるようです。
昔は、ツバメが家で巣かけることを、吉(きち)と

して、大切にしていましたが、せちがらいご時世。フ
ンを落とすとかへビが来るとか言って、きらう人も
いるようですが、一日 中飛び回って虫を取って食べ、
人間にもそうとう協力していると思うのは、私だけで
しょうか?
初秋には数千、数万羽の単位で、集まって、アシ原な

どでねじろを作り、じよじょに渡っていくようです。
ちなみに今年の初認は、 3月 12日、はだ寒い噴、西
大洲の天満池の上空を一生懸命飛び回っていました。

@ 

全長 17cmツバメ制色，4

春を告げる野鳥として、南の固からやって来ます。
電線や軒下に止まり、『土食って虫食ってシブーイ』

合計 52，144人(-217) 
男 24，867人(-127) 
女 27，277人(-90) 

大淵市民の動き 76人(+26) 死亡48人(+14) 出生20，062世帯(-55) 世帯数人口

432.2k前

発 役所一間 矧 690-1
35'~B"..I"H I 

面積(平成17年 3月31日現在)
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